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『
類
集
文
字
抄
』
は
、
室
町
時
代
の
意
味
分
類
体
辞
書
、
和
名
集
類
に
属
す
る
が
、
テ
キ
ス
ト
に
問
題
が
多
い
た
め
、
十
分
に
研
究
が
進
ん
で
は
い
な
い
。
本
稿
は
、
標
出
語
の
漢
字
表
記
及
び
仮

名
表
記
に
問
題
が
あ
る
例
を
と
ら
え
、
そ
の
誤
記
や
通
用
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
結
論
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
理
由
を
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
古

辞
書
の
テ
キ
ス
ト
研
究
に
於
い
て
、
広
く
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
漢
語
、
漢
字
表
記
、
傍
訓
、
誤
記
、
古
辞
書

一　

は
じ
め
に

　
『
類
集
文
字
抄
』
は
室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る
が
、
語
の
表
記
に
は
問
題
が
多
く
、
そ

れ
故
に
却
っ
て
、
古
辞
書
に
関
す
る
、
誤
写
・
誤
読
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
リ
ア
ル
な

資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
類
集
文
字
抄
』
の
伝
本
に
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
・
東
京
大
学
蔵
弘
化
三
年
黒
川
春
村

写
本
・
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
等
が
有
る
。
一
般
に
利
用
で
き
る
翻
字
本
文
と
し
て
は
、
続

群
書
類
従
三
○
輯
下
に
、
文
明
十
八
年
に
乙
夜
叉
丸
が
書
写
し
た
本
の
翻
字
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
今
回
検
討
の
対
象
と
す
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
類
集
文
字
抄
』（
函
架
番
号
五
○
一
―

七
）
は
、
温
故
堂
文
庫
の
旧
蔵
に
か
か
り
、
巻
下
一
冊
の
み
存
す
る
零
本
で
あ
る
。
巻
首
に

「
類
集
文
字
抄
下
巻
」
の
内
題
、
巻
尾
に
「
類
集
文
字
抄
下
終
」
の
尾
題
及
び
「
乙
夜
叉
丸

／
文
明
十
八
歳
八
月
二
日
書
畢
」
の
識
語
を
有
す
る
。
墨
付
き
三
十
二
丁
（
う
ち
、
目
録
半

葉
余
）、
毎
半
葉
八
行
書
写
。
総
語
数
約
二
五
一
○
。
室
町
期
の
意
味
分
類
体
辞
書
、
い
わ

ゆ
る
和
名
集
類
に
属
す
る
。
墨
付
き
三
十
二
丁
、
毎
半
葉
八
行
書
写
。

　
『
類
集
文
字
抄
』
は
『
快
言
抄
』・『
天
理
本
和
名
集
』
の
二
書
と
近
縁
関
係
に
あ
り
、
既

に
散
佚
し
た
共
通
祖
本
か
ら
分
派
し
て
、
前
者
と
後
二
者
と
に
分
か
れ
た
間
接
的
関
係
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
類
集
文
字
抄
』
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

①
「
降
物
并
風
部
付
聳
」
を
持
つ
こ
と
。

　
　

②
「
死
類
姦
行
囚
獄
部
」
を
持
つ
こ
と
。

　
　

③
「
文
筆
硯
紙
部
」
を
持
つ
こ
と
。

　
　

④
「
嫁
娶
燈
焼
部
」
を
持
つ
こ
と
。

　

①
の
「
降
物
（
ふ
り
も
の
）」「
聳
物
（
そ
び
き
も
の
）」
は
連
歌
の
専
門
用
語
で
あ
り
、

室
町
期
に
流
行
し
た
連
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
気
象
現
象
関
連
の
語
彙
と
表
記
を
載
録
し
た
部

で
あ
る
。
②
は
穢
れ
に
属
す
る
語
彙
を
纏
め
た
部
で
あ
り
、
葬
礼
と
刑
罰
と
を
関
連
付
け
て
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い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
③
に
は
公
的
文
書
の
種
類
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
他
に
類
を
見
な

い
。
④
の
前
半
に
は
、
婚
姻
関
連
の
語
彙
が
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
辞
書
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
発
想
は
稀
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、『
類
集
文
字
抄
』
に
見
ら
れ
る
表
記
上
の
特
徴
を
特
に
取
り
上
げ
、
古
辞
書
に

於
け
る
誤
記
等
の
諸
問
題
を
考
察
す
る
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二　

類
集
文
字
抄
箋
証

〔
凡
例
〕

　

一
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
類
集
文
字
抄
』
を
底
本
と
し
、
標
出
語
の
漢
字
表
記
お
よ
び
傍
訓

に
問
題
が
あ
る
場
合
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
た
。

　

一
、
特
に
議
論
の
必
要
が
あ
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
考
証
を
行
っ
た
。

　

一
、
日
本
で
は
字
形
類
似
に
よ
る
漢
字
の
通
用
が
定
着
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
も
の
は
、
誤
り
と
し
て
で
な
く
、
通
用
と
し
て
説
明
し
た
。

　

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
康
煕
字
典
体
を
用
い
た
が
、
必
要

に
応
じ
て
、
原
本
の
特
殊
な
異
体
字
を
使
用
し
た
場
合
が
あ
る
。

　

一
、標
出
語
の
位
置
は
、「
2
オ
3
9
」
の
よ
う
に
示
し
た
。
こ
れ
は
、二
丁
表
の
三
行
目
、

上
か
ら
九
番
目
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。

2
オ
3
9　

日
精　

同
（
ヒ
ト
ル
タ
マ
）

「
日
精
」
は
「
火
精
」
の
誤
り
。
菊
の
異
名
の
「
日
精
」
と
の
混
同
に
よ
る
か
。
和
名
抄

に
引
く
兼
名
苑
に
「
火
珠
、
一
名

、
火
精
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
陽

す
な
わ
ち
、火
を
生
ず
る
宝
玉
を
水
精
な
ら
ぬ
火
精
と
呼
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

狩
谷
棭
斎
の
論
ず
る
如
く
、
中
国
で
は
「
火
精
」
に
、
普
通
そ
の
よ
う
な
意
味
は
な
い
。

火
気
の
精
髄
と
し
て
の
太
陽
、
火
星
、
鳳
凰
な
ど
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
文

選
の
雪
賦
李
善
注
に
引
く
詩
緯
含
神
霧
に
「
天
不
足
西
北
、
無
有
陰
陽
、
故
有
龍
銜
火
精
、

以
照
天
門
中
也
」
と
あ
る
も
の
や
、太
平
御
覧
巻
808
に
引
く
続
漢
書
に
「
哀
牢
夷
出
火
精
、

琉
璃
」
と
あ
る
も
の
は
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
火
を
放
つ
宝
玉
の
類
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に

後
者
は
火
珠
す
な
わ
ち
陽

と
同
一
と
も
考
え
ら
れ
る
。

2
オ
4
4　

璐
琚

　
「
璐
琚
」
は
「
璐

」
の
誤
り
。
字
形
類
似
に
よ
る
。

2
オ
8
3　

　

ア
ラ
タ　

　

同　

　

同

「

」
は
荒
田
の
意
、「

」「

」
は
新
田
の
意
で
あ
り
、
本
来
別
語
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
同
訓
異
字
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
か
に
見
え
る
。
ま
ず
「

」（
正
体
は
「

」）
に

つ
い
て
い
え
ば
、
説
文
解
字
に
「

、
残
（

の
誤
）
田
也
、
詩
曰
天
方
薦

、
从
田
差

声
」
と
あ
り
、
段
玉
裁
は
「

、

田
也
〈

字
依
集
韻
、
類
篇
、
韻
会
所
拠
補
、

而
且
蕪
之
田
也
、
是
曰

〉」
と
解
し
、
ま
た
別
に
「
畸
」
に
つ
い
て
「
畸
、

田
也
〈

各
本
作
残
、
今
正
、
残
者
、
賊
也
、

者
、
禽
獣
所
食
余
也
、
因
之
凡
余
謂
之

、
今
則

残
行
而

廃
矣
、
残
田
者
、
余
田
不
整
斉
者
也
〉」
と
解
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
未
整

備
で
荒
廃
し
た
田
畑
の
こ
と
で
あ
り
、
荒
れ
た
田
と
い
う
意
味
で
、「
あ
ら
た
」
な
る
和

訓
と
対
応
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、「

」
と
「

」
は
、
爾
雅
釈
地
に
「
田
、
一
歳
曰

、

二
歳
曰
新
田
、
三
歳
曰

」
と
記
し
、
い
ず
れ
も
開
墾
し
て
ま
も
な
い
良
田
の
こ
と
を
い

う
。
他
に
「

」
を
開
墾
後
一
年
の
田
で
あ
る
と
か
、
二
年
目
の
田
で
あ
る
と
す
る
説
も

あ
る
が
、
爾
雅
の
説
を
主
流
と
見
て
よ
い
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
新
田
の
称
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
新
た
な
る
田
と
い
う
意
味
で
、「

」
と
「

」
の
和
訓
「
あ
ら
た
」
も
妥
当

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「

」
と
「

」「

」
を
同
訓
異
字
の
よ
う
に
記
す
こ
と
は

誤
り
で
あ
る
。
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
に
は
「
畭
〈
音
余　

田
二
歳
〉　

〈
正　

コ
ナ

タ
ツ
ク
リ
〉」、「

〈
音
細　

ア
ラ
タ　

ア
ラ
タ
ハ
ル　

ウ
ネ　

田
一
歳
〉

〈

三

或
〉」、「

〈
音
嵯　

残

田
〉　

〈
正
〉」
と
あ
り
、「

」
の
和
訓
は
載
せ
な
い
。
二

巻
本
世
俗
字
類
抄
に
「

〈
ア
ラ
キ
ハ
リ　

俗
作
荒
田
〉　

〈
同
〉
と
あ
る
の
に
対
し
、

二
巻
本
色
葉
字
類
抄
で
は
「

〈
ア
ラ
タ
〉　

〈
田
一
歳
也
〉　

〈
已
上
同　

田
三
歳
〉　

〈
ア
ラ
キ
ハ
リ
〉　

　

載
〈
已
上
同
〉」
と
、「

」
を
加
え
て
「
ア
ラ
タ
」
と
読
ん

で
い
る
。
類
聚
文
字
抄
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
う
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
黒
川
本
色
葉

字
類
抄
に
も
、「
〈
サ　

荒
田
也
〉　

〈
同　

田
一
歳
曰
ー　

ア
ラ
キ　

ハ
リ
〉　

〈
同　

音
余　

田
二
歳
也
〉　

〈
ア
ラ
キ
ハ
リ
〉　

〈
同
〉　

載
〈
同
〉」
と
あ
る
。

2
オ
8
6　

田　

コ
エ
タ

「

」
と
い
う
漢
字
は
中
国
に
は
存
在
し
な
い
。「
こ
え
た
」
の
訓
か
ら
推
せ
ば
、「
腴
」

と
表
記
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、「

」
は
「
腴
」
の
異
体
字
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、「

」
は
独
自
に
作
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、「

迫
」
と
い
う
熟
語

の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
。
扁
揃
え
に
よ
り
「
腴
迫
」
が
「

迫
」
に
変
化
し
た
た
め
、
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「

」
と
い
う
漢
字
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
土
地
が
肥
え

て
い
る
か
痩
せ
て
い
る
か
と
い
う
意
味
の
「
腴
迫
」
と
い
う
熟
語
自
体
、
中
国
に
は
存
在

し
な
い
。
日
本
で
は
、 

庭
訓
往
来
、
三
月
往
状
に
「
且
東
作
業
事
、
兼
相
水
旱
之
年
、
須

計

迫
之
地
、
被
致
所
務
」
と
、「

迫
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
迫
」
は
、

文
脈
か
ら
、
ま
た
同
所
に
「
佃
御
正
作
之
勧
農
、
除
迫
地
、
撰
熟
田
、
急
令
下
行
種
子
農

料
」
と
し
て
、「
迫
地
」
と
「
熟
田
」
を
対
比
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
痩
せ
た
土
地
の
意

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
に
は
、
三
国
志
、
蜀
書
、
諸
葛
亮
伝
の
「
成
都
有
桑
八
百

株
、
薄
田
十
五
頃
」
の
よ
う
に
、
痩
せ
た
土
地
を
意
味
す
る
「
薄
田
」
と
い
う
語
が
あ
る

が
、「
迫
」
は
「
薄
」
に
通
用
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
庭
訓
往
来
の
「

迫
」

に
つ
い
て
、謙
堂
文
庫
蔵
伝
経
覚
筆
本
は
、右
訓
が
「
ユ
ウ
ハ
ク
」、左
訓
が
「
コ
ヘ
ヤ
ス
」

で
あ
り
、
内
閣
文
庫
蔵
室
町
期
写
本
は
、
右
訓
が
「
ユ
イ
ハ
ク
」、
左
訓
が
「
コ
ヘ
タ
ル　

ヤ
セ
ル
」、
謙
堂
文
庫
蔵
庭
訓
往
来
註
（
旧
註
）
は
、「

ハ
肥
也
、
迫
ハ
乾
也
」
と
す
る
。

な
お
、
岩
波
書
店
刊
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
庭
訓
往
来　

句
双
紙
』
の
影
印
本
文
は

「

迫
」
で
あ
る
が
、
翻
字
本
文
は
「
迪
迫
」
に
誤
っ
て
い
る
。
庭
訓
往
来
の
語
は
古
辞

書
に
影
響
を
与
え
た
た
め
、
運
歩
色
葉
集
に
も
「

迫
〈
ユ
ハ
ク　

者
孰
（
＝
熟
）、

迫
者
乾
〉」
と
あ
る
。

2
ウ
2
3　

埵　

同
（
ク
ロ
）

　
「
埵
」
は
「
塖
」
の
誤
り
。

2
ウ
2
8　

　

ク
ロ

　
「

」
は
「
隴
」
の
誤
り
。「
隴
」
は
「
壟
」
に
同
じ
。

2
ウ
3
8　

　

ス
ク

　
「

」
は
「
耜
」
の
誤
り
。

2
ウ
4
2　

鑺　

同
（
ク
ワ
）

　
「
鑺
」
は
「
钁
」
と
通
用
す
る
。

2
ウ
4
3　

　

ク
ワ
ノ
エ

　
「
ク
ワ
ノ
エ
」
は
「
ワ
ク
ノ
エ
」（
わ
く
の
え
）
の
誤
り
。

2
ウ
4
5　

秬　

同
（
ス
キ
）

　
「
秬
」
は
「
耜
」
の
誤
り
。

2
ウ
4
6　

　

同
（
ス
キ
）

　
「

」
は
「
耦
」
の
誤
り
。

2
ウ
4
8　

　

フ
ス
キ

　
「
フ
ス
キ
」
は
「
コ
ス
キ
」（
こ
す
き
）
の
誤
り
。

2
ウ
4
10　

馬
　

マ
ク
ワ

　
「
馬

」
は
「
馬
杷
」
の
誤
り
。

2
ウ
6
1　

五
殻

　
「
五
殻
」
は
「
五
穀
」
と
通
用
す
る
。

2
ウ
7
3　

殻　

同
（
コ
メ
）

　
「
殻
」
は
「
穀
」
と
通
用
す
る
。

2
ウ
7
4　

糲　

シ
ラ
ケ
ヨ
ネ

「
シ
ラ
ケ
ヨ
ネ
」（
し
ら
げ
よ
ね
）
は
「
ヒ
ラ
シ
ラ
ケ
ノ
ヨ
ネ
」（
ひ
ら
し
ら
げ
の
よ
ね
）　

の
誤
り
。

2
ウ
7
8　

糙
米　

同
（
モ
チ
ノ
コ
メ
）

　
「
モ
チ
ノ
コ
メ
」
は
「
モ
ミ
ヨ
ネ
」（
も
み
よ
ね
）
の
誤
り
。

2
ウ
7
9　

　

同
（
モ
チ
ノ
コ
メ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

2
ウ
8
8　

　

同
（
ワ
セ
）

　
「

」
は
「
ヲ
ク
テ
」（
お
く
て
）
が
普
通
。

2
ウ
8
10　

　

同
（
ワ
セ
）

　
「

」
は
「
稑
」
の
誤
り
。

3
オ
1
2　

稑　

同
（
ヲ
ク
テ
）

　
「
稑
」
は
「
ワ
セ
」（
わ
せ
）
が
普
通
。

3
オ
1
5　

米　

ウ
ル
シ
ネ

　
「

」
は
「

」
と
通
用
す
る
。

3
オ
1
6　

糈　

ク
ロ
シ
ネ

　
「
ク
ロ
シ
ネ
」
は
「
ク
マ
シ
ネ
」（
く
ま
し
ね
）
の
誤
り
。

3
オ
1
8　

　

同
（
ヒ
ツ
チ
）

　
「

」
は
「
穭
」
の
誤
り
。

3
オ
2
5　

　

イ
ナ
モ
ト

　
「
イ
ナ
モ
ト
」
は
「
イ
ナ
ク
サ
」（
い
な
く
さ
）
の
誤
り
。

3
オ
3
1　

糧
　

カ
フ
シ
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「
カ
フ
シ
」（
か
う
ぢ
）
は
「
ホ
シ
イ
ヽ
」（
ほ
し
い
ひ
）
の
誤
り
。

3
オ
3
8　

　

同
（
ヒ
エ
）

　
「
ヒ
エ
」
は
「
ヒ
ユ
」（
ひ
ゆ
）
の
誤
り
。

3
オ
4
4　

喬
麦　

ソ
ハ
ム
キ

　
「
喬
」
は
「
蕎
」
と
通
用
す
る
。

3
オ
4
5　

蓋
〈
蕎
〉　

同
（
ソ
ハ
ム
キ
）

　
「
蓋
」
は
「
蕎
」
の
誤
り
。

3
オ
5
3　

香
柔　

イ
ヌ
エ

　
「
柔
」
と
「

」
は
通
用
す
る
。

3
オ
6
3　

稍　

ム
キ
カ
ラ

　
「
稍
」
は
「
䅌
」
の
誤
り
。

3
オ
7
1　

　

同
（
ナ
エ
）

　
「
ナ
エ
」（
な
へ
）
は
「
ナ
キ
」（
な
ぎ
）
の
誤
り
。

3
オ
7
3　

稼　

ニ
ウ

　
「
ニ
ウ
」
は
「
ニ
キ
ワ
ウ
」（
に
ぎ
は
ふ
）
の
誤
り
。

3
ウ
2
4　

朴　

同
（
ス
ワ
ウ
）

　
「
ス
ワ
ウ
」
は
「
ホ
フ
ノ
キ
」（
ほ
ほ
の
き
）
の
誤
り
。

3
ウ
3
2　

牛
桜　

マ
ハ
サ
ク
ラ

「
牛
桜
」
は
「
朱
桜
」
の
誤
り
。「
マ
ハ
サ
ク
ラ
」
は
「
ニ
ハ
サ
ク
ラ
」（
に
は
ざ
く
ら
）　

の
誤
り
。

3
ウ
6
1　

陵
　

マ
ヤ
ナ
キ

　
「
マ
ヤ
ナ
キ
」
は
「
マ
カ
ヤ
キ
」（
ま
か
や
き
）
の
誤
り
。

3
ウ
6
2　

菌
芋　

マ
ツ
ヽ
シ

　
「
菌
芋
」
は
「
茵
芋
」
の
誤
り
。「
マ
ツ
ヽ
シ
」
は
「
ニ
ツ
ヽ
シ
」（
に
つ
つ
じ
）
の
誤
り
。

3
ウ
6
4　

女
貞　

ヒ
メ
ツ
ヽ
シ

　
「
ヒ
メ
ツ
ヽ
シ
」（
ひ
め
つ
つ
じ
）
は
「
ヒ
メ
ツ
ハ
キ
」（
ひ
め
つ
ば
き
）
の
誤
り
。

3
ウ
7
2　

株　

同
（
カ
イ
テ
ノ
キ
）

　
「
カ
イ
テ
ノ
キ
」
は
「
ク
イ
セ
」（
く
ひ
ぜ
）
の
誤
り
。

3
ウ
7
7　

檢　

ヒ
サ
キ

　
「
檢
」
は
「

」
の
誤
り
。

3
ウ
7
10　

　

同
（
ヒ
サ
キ
）

　
「

」
と
「

」
は
通
用
す
る
。

3
ウ
8
3　

樣　

ト
チ
ノ
キ

　
「
樣
」
は
「
橡
」
の
誤
り
。

3
ウ
8
7　

枚　

同
（
ト
チ
ノ
キ
）

　
「
枚
」
は
「

」
の
誤
り
。

4
オ
1
5　

橿　

カ
シ　

櫓　

同

「
櫓
」
に
は
「
か
し
」
の
訓
は
当
た
ら
ず
、「
橿
」
が
崩
れ
た
字
形
が
「
櫓
」
に
似
て
い
る

た
め
、「
櫓
」
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
両
方
が
掲
出
さ
れ
た
も
の
。
日
本

で
は
、「
橿
」
と
「
櫓
」
を
混
同
す
る
類
例
は
多
い
。「
橿
」
の
崩
し
方
を
、
万
葉
集
の
巻

一
の
二
九
番
歌
に
つ
い
て
み
る
と
、
類
聚
古
集
で
は
「
橿
」
の
右
旁
の
一
本
目
を
「

」

の
よ
う
に
、
ま
た
二
・
三
本
目
の
「
一
」
を
「
灬
」
の
如
く
書
き
、
全
体
と
し
て
「
魯
」

に
近
く
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、「
橿
」
を
「
櫓
」
と
書
く
原
因
が
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
他
の
辞
書
に
も
類
例
は
多
く
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
に
「
櫓
〈
音
魯　

ヤ
ク
ラ　

コ
シ
キ　

カ
シ　

露
也　

旅
也　

大
揖
也
〉」、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
拾
篇
目
集

に
「
櫓
〈
カ
シ　

ヤ
ク
ラ
〉」、成
簣
堂
文
庫
蔵
用
心
集
に
「
櫓
〈
カ
シ
ノ
キ
〉　

樫
〈
同
〉」、

初
心
要
抄
に
「
櫓
〈
カ
シ
ノ
キ
〉　

樫
〈
同
〉」、
宣
賢
卿
字
書
に
「
橿
〈
カ
シ
ノ
キ
〉　

樫

〈
同
〉」、
温
故
知
新
書
に
「
櫓
〈
カ
シ
〉」（
但
し
、
右
旁
下
部
に
余
分
に
「
一
」
若
し
く

は
「
灬
」
が
見
え
る
）
と
あ
る
。

4
オ
1
6　

　

同
（
カ
シ
）

　
「

」
は
「
杻
」
の
誤
り
。

4
オ
1
10　

　

同
（
カ
チ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

4
オ
2
3　

　

ト
チ　

樟　

同

　
「
ト
チ
」
は
「
ク
ス
ノ
キ
」（
く
す
の
き
）
の
誤
り
。

4
オ
2
5　

榧
子　

カ
フ
チ

　
「
カ
フ
チ
」（
か
ぶ
ち
）
は
「
カ
ヘ
ノ
ミ
」（
か
へ
の
み
）
の
誤
り
。

4
オ
2
7　

椈　

同
（
カ
フ
チ
）

　
「
カ
フ
チ
」（
か
ぶ
ち
）
は
「
カ
ヘ
」（
か
へ
）
の
誤
り
。

4
オ
3
1　

桐　

シ
ユ
ロ
ノ
キ
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「

桐
」
は
「

櫚
」
の
誤
り
。

4
オ
3
7　

杜
合
樹　

同
（
ヒ
イ
ラ
キ
）

　
「
杜
合
樹
」
は
「
杜
谷
樹
」
の
誤
り
。

4
オ
4
5　

食
菜
萸　

ホ
フ
タ
ラ

「
食
菜
萸
」
は
「
食
茱
萸
」
の
誤
り
。「
ホ
フ
タ
ラ
」
は
「
ヲ
フ
タ
ラ
」（
お
ほ
た
ら
）　

の

誤
り
。

4
オ
4
7　

杼　

同
（
タ
ラ
ノ
キ
）

「
杼
」
は
通
常
「
と
ち
・
く
ぬ
ぎ
」
で
あ
り
、「
た
ら
の
き
」
に
当
た
る
字
義
は
な
い
。「
杼
」

は
、「
た
ら
の
き
」
の
訓
を
持
つ
「
柞
」
の
書
き
崩
し
で
あ
ろ
う
。
慶
長
十
五
年
版
倭
玉

篇
に
は
、「
桵
〈
サ
イ　

タ
ラ
ノ
キ
〉」、
ま
た
「
柞
〈
サ
ク　

タ
ラ
ノ
キ　

ハ
ウ
ソ
〉」
と

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
柞
」
は
本
来
「
く
ぬ
ぎ
」
の
意
で
あ
っ
て
「
た
ら
の
き
」
の
意

味
は
な
い
。「
杼
」
に
「
た
ら
の
き
」
の
訓
が
付
与
さ
れ
た
理
由
は
、「
柞

」（
く
ぬ
ぎ

と
た
ら
）
な
る
熟
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
の
類
推
に
よ
り
、「
柞
」
と
「

」
が
同
義
と
誤

解
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
現
象
は
多
い
。
そ
も
そ
も

「
柞

」
と
い
う
語
は
、
詩
経
、
大
雅
、
綿
に
「
柞

抜
矣
、
行
道
兌
矣
」（
鄭
箋
は
「
柞
、

櫟
也
、

、
白
桵
也
」
と
述
べ
る
）、
劉
歆
の
甘
泉
宮
賦
に
「
予
章
雑
木
、

松
柞

」

と
あ
る
の
で
、
日
本
で
も
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「

」
に
は
、
本
草
和
名

「
桵
子
〈
音
如
隹
反
〉、
一
名　

、
一
名
白
桵
〈
小
木
也
、
出
崔
禹
〉、
和
名
多
良
」
と
あ

る
よ
う
に
、「
た
ら
」
の
訓
が
付
せ
ら
れ
、
上
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
が
「
柞
」
の
訓
に
も

及
ぼ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

4
オ
5
2　

　

ム
ク
ノ
キ

「

」
は
「
椹
」
の
誤
り
。
敦
煌
俗
字
典
360
頁
に
「
甚
」
の
異
体
字
と
し
て
、
下
部
を
「

」

に
作
る
例
を
挙
げ
る
。

4
オ
5
6　

木
夭
蓼　

マ
タ
ヽ
ヒ

　
「
木
夭
蓼
」
は
「
木
天
蓼
」
の
誤
り
。

4
オ
6
5　

衛
子　

イ
ヌ
マ
ユ
ミ

　
「
衛
子
」
は
「
衛
矛
」
の
誤
り
。

4
オ
7
1　

自
　

ク
ミ

　
「
自

」
は
「
白

」
の
誤
り
。

4
オ
7
3　

烏
草
樹　

同
（
ア
セ
ミ
ノ
キ
）

　
「
ア
セ
ミ
ノ
キ
」
は
「
サ
シ
フ
ノ
キ
」（
さ
し
ぶ
の
き
）
の
誤
り
。

4
オ
7
4　

鉤
樟　

ク
ヌ
キ

　
「
鉤
」
は
「
釣
」
と
通
用
す
る
。

4
オ
7
5　

攀
樹　

同
（
ク
ヌ
キ
）

　
「
攀
樹
」
は
「
挙
樹
」
の
誤
り
。

4
オ
7
6　

山
茱　

コ
フ
シ

「
山
茱
」
は
「
山
茱
萸
」
の
誤
り
。「
コ
フ
シ
」（
こ
ぶ
し
）
は
「
コ
フ
シ
ハ
シ
カ
ミ
」（
こ　

ぶ
し
は
じ
か
み
）
の
誤
り
。

4
オ
8
5　

（
エ
ノ
キ
）

「

」
は
、「

」
の
誤
記
も
し
く
は
異
体
で
あ
る
。
和
名
抄
に
「
爾
雅
注
云
、
榎
一
名

〈
上
音
古
雅
反
、
字
亦
作
檟
、
下
音
瑫
、
和
名
衣
〉」
と
あ
り
、
こ
れ
は
爾
雅
釈
木
の
「

、

山
榎
」
の
古
注
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
榎
」
と
「

」
は
、
と
も
に
「
え
」

の
和
訓
を
持
っ
て
お
り
、
こ
こ
の
「
え
の
き
」
の
訓
に
も
対
応
す
る
。
し
か
し
「

」
が

直
接
に
「

」
に
変
化
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
中
間
に
「

」
が
介
在
し
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
ず
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
に
「

〈
音
陥　

エ
ノ
キ
〉」
と
あ
る
よ

う
に
、「

」
が
「

」
の
異
体
と
し
て
成
立
し
、こ
れ
が
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
「
榎
〈
カ　

エ
ノ
キ　

古
雅
反　

又
作
檟
同
〉〈

〉
同　

音
伯
」
と
あ
る
「

」
に
変
化
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
付
さ
れ
て
い
る
発
音
「
陥
（
カ
ン
）」
も
「
ハ
ク
」
も
、
字
形
か
ら

推
測
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、「

」
が
「

」
に
変
化

し
た
の
は
、「
臼
」
と
「
旧
」
を
同
様
に
書
く
現
象
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（『
敦
煌
漢
文

写
巻
俗
字
及
其
現
象
』
311
頁
参
照
）。

4
オ
8
10　

檞　

同
（
カ
シ
ワ
）

　
「
檞
」
は
「
槲
」
と
通
用
す
る
。

4
ウ
1
9　

杜　

同
（
ユ
ツ
リ
ハ
）

　
「
杜
」
は
「
杠
」
と
通
用
す
る
。

4
ウ
2
4　

梓
杞　

ア
ツ
サ
エ

「
梓
」
は
、「
あ
づ
さ
」、「
杞
」
は
、「
あ
ふ
ち
」
若
し
く
は
「
か
は
や
な
ぎ
」
の
訓
を
持
ち
、

と
も
に
樹
木
の
名
で
あ
る
が
、
木
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、
古
く
か
ら
連
用
さ
れ
た
。

国
語
、
楚
語
上
の
「
晋
卿
不
若
楚
、
其
大
夫
則
賢
、
其
大
夫
皆
卿
才
也
、
若
杞
梓
皮
革
焉
」

（
韋
昭
注
に
「
杞
梓
、
良
材
也
」
と
あ
る
）
が
古
い
例
で
、
人
材
の
比
喩
と
し
て
常
用
さ
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れ
る
。「
梓
杞
」
の
例
は
少
な
い
が
、
全
晋
文
巻
146
に
載
せ
る
「
晋
平
西
将
軍
周
処
碑
」

に
は
「
琳
琅
梓
杞
、
珪
璧
棟
梁
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
無
関
係
な
「
ア
ツ
サ
エ
」（
あ
じ
さ

い
の
古
形
、
あ
づ
さ
ゐ
）
の
訓
を
付
し
て
い
る
の
は
「
あ
づ
さ
」
と
の
類
似
に
よ
る
誤
り

で
あ
ろ
う
。

4
ウ
2
5　

　

サ
ク
ナ
キ

　
「
サ
ク
ナ
キ
」（
さ
く
な
ぎ
）
は
「
サ
ク
キ
」（
さ
く
ぎ
）
の
誤
り
。

4
ウ
3
7　

　

同
（
ヌ
ル
テ
）

　
「

」
は
「
樗
」
の
誤
り
。

4
ウ
3
8　

銀
杏　

イ
キ
ヤ
ウ

　
「
イ
キ
ヤ
ウ
」
は
「
イ
チ
ヤ
ウ
」（
い
ち
や
う
）
の
誤
り
。

4
ウ
4
3　

椹　

同
（
ク
ワ
）

　
「
ク
ワ
」
は
「
ク
ワ
ノ
ミ
」（
く
は
の
み
）
の
誤
り
。

4
ウ
4
4　

　

同
（
ク
ワ
）

　
「

」
は
「
柘
」
の
誤
り
。

4
ウ
4
5　

　

ヒ
チ
ノ
キ

　
「
ヒ
チ
ノ
キ
」
は
「
ネ
ス
モ
チ
ノ
キ
」（
ね
ず
も
ち
の
き
）
の
誤
り
。

4
ウ
4
7　

梛　

同
（
モ
ミ
）

　
「
モ
ミ
」
は
「
ナ
キ
」（
な
ぎ
）
の
誤
り
。

4
ウ
4
10　

寄　

ヤ
ト
リ
キ
・
ホ
ヤ

　
「
寄
」
は
「
寄
生
」
の
誤
り
。

4
ウ
4
11　

　

キ
ノ
フ
シ

　
「

」
は
「
罧
」
と
通
用
す
る
。「
キ
ノ
フ
シ
」
は
「
フ
シ
ツ
ケ
」（
ふ
し
づ
け
）
の
誤
り
。

4
ウ
6
6　

棔　

ネ
ソ

　
「
ネ
ソ
」
は
「
ネ
フ
」（
ね
ぶ
）
の
誤
り
。

4
ウ
6
10　

楲　

同
（
ク
イ
）

　
「
楲
」
は
「
橛
」
の
誤
り
。

4
ウ
7
4　

李　

カ
ラ
モ
ヽ

　
「
李
」
は
「
杏
」
の
誤
り
。

4
ウ
7
5　

　

カ
フ

　
「

」
は
「
頭
」
の
誤
り
。

5
オ
2
3　

答
竹　

カ
ン
チ
ク

　
「
答
竹
」
は
「

竹
」
の
誤
り
。

5
オ
2
5　

　

同
（
サ
ヽ
）

　
「

」
は
「
笹
」
の
誤
り
。

5
オ
2
7　

　

タ
ケ
ム
ラ

　
「

」
は
「
篁
」
と
通
用
す
る
。

5
オ
3
1　

長
間
筍　

シ
ノ
ヽ
メ

　
「
シ
ノ
ヽ
メ
」
は
「
シ
ノ
メ
」（
し
の
め
）
の
誤
り
。

5
オ
3
2　

苛　

タ
カ
ン
ナ

　
「
苛
」
は
「
芽
」
の
誤
り
。

5
オ
3
6　

〈
菘
〉
タ
カ
ン
ナ　

辛
芥　

同

　
「

」
は
「
菘
」
の
誤
り
。「
タ
カ
ン
ナ
」
は
「
タ
カ
ナ
」（
た
か
な
）
の
誤
り
。

5
ウ
2
7　

茨　

同
（
ツ
シ
タ
マ
）

　
「

茨
」
は
「

苡
」
の
誤
り
。

5
ウ
5
4　

　

同
（
ハ
チ
ス
）

「

」
は
、
広
韻
、
入
声
陌
韻
に
「

〈
藍
之
別
名
〉」
と
あ
り
、
藍
（
青
色
の
染
料
に
使

う
草
）
の
別
名
で
、「
ハ
チ
ス
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
字
形
の
類
似
し
た
「
萏
」

を
、「

」
と
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
4
オ
8
5
「

」

の
項
参
照
。「
萏
」
は
本
来
、
爾
雅
、
釈
草
に
「
荷
、
芙
渠
、
其
茎
茄
、
其
葉

、
其
本

、

其
華

萏
、
其
実
蓮
、
其
根
藕
」
と
あ
り
、
広
韻
、
上
声
感
韻
に
「
萏
〈

萏
、
荷
花
未

舒
〉」
と
あ
る
よ
う
に
、「

萏
」
な
る
畳
韻
語
で
、
ハ
ス
の
花
の
つ
ぼ
み
の
様
子
を
示
す

も
の
で
、「

」
も
し
く
は
「
萏
」
一
字
で
は
使
用
し
な
い
。
日
本
の
辞
書
に
も
、
和
名

類
聚
抄
「

萏　

爾
雅
云
、
其
華

萏
〈
上
胡
感
反
、
下
徒
感
反
、
並
上
声
之
重
〉、
兼

名
苑
注
云
、
蓮
花
已
開
曰
芙

、
未
舒
曰

萏
也
」、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
「

萏
〈
ハ

チ
ス
ノ
ハ
ナ　

其
華
ー
、
芙

、
未
舒
曰
ー
ー
〉」
と
あ
る
。
類
聚
文
字
抄
で
「

」
す

な
わ
ち
「
萏
」
を
単
用
し
て
い
る
の
は
、
日
本
で
は
往
々
に
し
て
あ
る
現
象
で
あ
る
が
、

誤
り
。

5
ウ
5
7　

荀　

同
（
ハ
チ
ス
ノ
ハ
イ
）

　
「
荀
」
は
「

」
の
誤
り
。

5
ウ
6
5　

菜　

同
（
ヨ
モ
キ
）
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「
菜
」
は
「
萊
」
の
誤
り
。

5
ウ
7
8　

紫
苑　

シ
ラ
ン

　
「
シ
ラ
ン
」
は
「
シ
ヲ
ン
」（
し
を
ん
）
の
誤
り
。

5
ウ
8
7　

鹿
鳴
草　

シ
カ
ナ
ク
ヽ
サ

　
「
シ
カ
ナ
ク
ヽ
サ
」
は
「
ハ
キ
」（
は
ぎ
）
の
誤
り
。

6
オ
1
5　

日
精
草　

同
（
カ
ラ
ヨ
モ
キ
）

　
「
カ
ラ
ヨ
モ
キ
」
は
「
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
キ
」（
か
は
ら
よ
も
ぎ
）
の
誤
り
。

6
オ
1
6　

牧
丹　

フ
カ
ミ
ク
サ
・
ホ
タ
ン

　
「
牧
丹
」
は
「
牡
丹
」
の
誤
り
。

6
オ
2
6　

沢
　

同
（
ヲ
モ
タ
カ
）

　
「
沢

」
は
「
沢
瀉
」
の
誤
り
。

6
オ
2
7　

葛　

同
（
ヲ
モ
タ
カ
）

　
「
葛
」
は
「

」
の
誤
り
。

6
オ
3
1　

　

同
（
ヲ
モ
タ
カ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

6
オ
4
8　

地
庸　

ニ
ワ
ク
サ

　
「
地
庸
」
は
「
地
膚
」
の
誤
り
。

6
オ
5
4　

苦
葦　

同
（
カ
ラ
ス
ウ
リ
）

　
「
苦
葦
」
は
「

」
の
誤
り
。

6
オ
6
4　

鐵
草　

ト
ク
サ

「
鐵
草
」
に
「
と
く
さ
」
の
訓
を
付
し
て
い
る
の
は
、本
来
「

草
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
に
、

「

」
を
「
鐵
」
を
誤
認
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。「
鐵
」
は
「

」
の
誤
記
と
も
考
え
ら
れ

る
。「

」
は
「
尖
」
の
異
体
字
で
、
広
雅
、
釈
詁
四
に
「

、

、
剡
、

、
鋭
也
」

と
あ
り
、
広
雅
疏
証
で
は
「

者
、
爾
雅
、
山
鋭
而
高
嶠
、
郭
璞
注
云
、
言

峻
、
集
韻

引
広
雅
作

、
今
俗
作
尖
」
と
説
く
。
温
故
知
新
書
に
「

草
〈
ト
ク
サ
〉　

木
賊
〈
同
〉」、

塵
芥
に
「

草
〈
ト
ク
サ　

又
砥
草
〉　

木
賊
〈
同
〉」
と
あ
る
の
が
正
し
い
語
形
で
あ
ろ

う
。

6
オ
7
3　

酢
將
水　

カ
タ
ハ
ミ

　
「
酢
將
水
」
は
「
酢
漿
」
の
誤
り
。

6
オ
7
4　

　

同
（
カ
タ
ハ
ミ
）　

「
カ
タ
ハ
ミ
」（
か
た
ば
み
）
は
「
ヲ
モ
タ
カ
」（
お
も
だ
か
）
の
誤
り
。
上
項
を
承
け
た

も
の
。

6
オ
7
5　

白
蒿　

同
（
カ
タ
ハ
ミ
）

「
カ
タ
ハ
ミ
」（
か
た
ば
み
）
は
「
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
キ
」（
か
は
ら
よ
も
ぎ
）
の
誤
り
。
上
項

を
承
け
た
も
の
。

6
オ
8
1　

故　

ノ
セ
リ

　
「

故
」
は
「

胡
」
の
誤
り
。

6
オ
8
4　

羊
負
菜　

同
（
ナ
モ
ミ
）

　
「
羊
負
菜
」
は
「
羊
負
來
」
の
誤
り
。

6
オ
8
5　

常
思　

同
（
ナ
モ
ミ
）

　
「
常
思
」
は
「
常
思
菜
」
の
誤
り
。

6
オ
8
7　

菜
耳　

同
（
ナ
モ
ミ
）

　
「
菜
耳
」
は
「
葈
耳
」
の
誤
り
。

6
ウ
1
8　

　

同
（
モ
）

　

正
し
く
は
「
蘋
」。
字
形
が
前
田
本
色
葉
字
類
抄
と
似
た
崩
し
方
を
し
て
い
る
。

6
ウ
2
2　

　

同
（
ヲ
ト
ロ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

6
ウ
2
3　

蘿　

ツ
ヽ
ラ

　
「
ツ
ヽ
ラ
」（
つ
づ
ら
）
は
「
ツ
タ
」（
つ
た
）
の
誤
り
。

6
ウ
2
5　

葛
殻　

同
（
ク
ス
カ
ツ
ラ
）

　
「
葛
殻
」
は
「
葛
穀
」
の
誤
り
。

6
ウ
2
8　

　

サ
ネ
カ
ツ
ラ

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。「

」
は
「

」
に
同
じ
。

6
ウ
3
4　

千
歳
　

ア
マ
カ
ツ
ラ

　
「
ア
マ
カ
ツ
ラ
」（
あ
ま
か
づ
ら
）
は
「
ア
マ
ツ
ラ
」（
あ
ま
づ
ら
）
の
誤
り
。

6
ウ
3
6　

細
子
葛　

同
（
ヘ
ク
ソ
カ
ツ
ラ
）

「
細
子
葛
」
は
「
細
子
草
」
の
誤
り
。「
ヘ
ク
ソ
カ
ツ
ラ
」（
へ
く
そ
か
づ
ら
）
は
「
ク　

ソ
カ
ツ
ラ
」（
く
そ
か
づ
ら
）
の
誤
り
。
和
名
類
聚
抄
で
は
「
細
子
草
」
を
「
く
そ
か
づ
ら
」

と
読
む
。「
へ
く
そ
が
づ
ら
」
は
あ
る
い
は
後
出
の
語
形
で
、「
く
そ
か
づ
ら
」
と
は
、
同

一
の
植
物
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
「

〈
ヘ
ク
ソ
カ
ツ
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ラ
〉」、
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
に
「
細
子
草
〈
ク
ソ
カ
ツ
ラ
〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
辞
書
と

し
て
は
別
語
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

6
ウ
4
5　

合
　

ツ
タ

「
合

」
の
表
記
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、黒
川
本
色
葉
字
類
抄
に
「
合

〈
同
（
ツ

タ
）〉」
と
あ
る
。

6
ウ
4
7　

石　

同
（
ツ
タ
）

　
「

石
」
は
「
領
石
」
の
誤
り
。

6
ウ
5
3　

蔔
葛　

ア
ケ
ウ
ソ

　
「
ア
ケ
ウ
ソ
」
は
「
ア
ケ
ヒ
カ
ツ
ラ
」（
あ
け
び
か
づ
ら
）
の
誤
り
。

6
ウ
5
4　

及
已　

ツ
キ
ネ

　
「
ツ
キ
ネ
」
は
「
ツ
キ
ネ
ク
サ
」（
つ
き
ね
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

6
ウ
5
5　

半
　

ホ
ツ
ク
ミ

　
「
半

」
は
「
半
夏
」
の
誤
り
。「
ホ
ツ
ク
ミ
」
は
「
ホ
ソ
ク
ミ
」（
ほ
そ
く
み
）
の
誤
り
。

6
ウ
5
6　

黄
精　

ヲ
フ
エ
ヒ

　
「
ヲ
フ
エ
ヒ
」
は
「
ヲ
フ
エ
ミ
」（
お
ほ
ゑ
み
）
の
誤
り
。

6
ウ
6
1　

石
　

ス
ク
ナ
ヒ
コ
ノ
ク
ス
ネ
・
イ
ワ
ク
ス
リ

　
「
石

」
は
「
石

」
の
誤
り
。

6
ウ
6
2　

細
辛　

ヒ
キ
ノ
ヒ
タ
イ

　
「
ヒ
キ
ノ
ヒ
タ
イ
」
は
「
ヒ
キ
ノ
ヒ
タ
イ
ク
サ
」（
ひ
き
の
ひ
た
ひ
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

6
ウ
6
3　

鳶
尾　

ア
ヤ
ス
ク
サ

　
「
ア
ヤ
ス
ク
サ
」
は
「
コ
ヤ
ス
ク
サ
」（
こ
や
す
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

6
ウ
6
5　

狼
毒　

ヤ
ナ
ク
サ

　
「
ヤ
ナ
ク
サ
」
は
「
ヤ
マ
ク
サ
」（
や
ま
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

6
ウ
8
1　

　

メ
ハ
シ
キ

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

6
ウ
8
3　

天
麻
草　

同
（
メ
ハ
シ
キ
）

　
「
天
麻
草
」
は
「
天
魔
草
」
の
誤
り
。

7
オ
1
2　

酸
將
苗　

同
（
ホ
ウ
ツ
キ
）

　
「
酸
將
苗
」
は
「
酸
醬
」
の
誤
り
。

7
オ
1
3　

垣
衣　

シ
フ
ノ
ク
サ

　
「
シ
フ
ノ
ク
サ
」
は
「
シ
ノ
フ
ク
サ
」（
し
の
ぶ
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

7
オ
1
4　

菘　

イ
ヌ
タ
テ

「
菘
」
は
「
地
菘
」
の
誤
り
。「
イ
ヌ
タ
テ
」（
い
ぬ
た
で
）
は
「
イ
ヌ
ノ
シ
リ
」（
い
ぬ　

の
し
り
）
の
誤
り
。

7
オ
1
6　

尾
草　

同
（
エ
ノ
コ
ク
サ
）

　
「

尾
草
」
は
「

尾
草
」
の
誤
り
。

7
オ
2
6　

草
麻　

カ
ラ
エ

　
「
草
麻
」
は
「

麻
」
の
誤
り
。

7
オ
3
3　

白
蒿　

カ
ラ
ヨ
モ
キ

　
「
カ
ラ
ヨ
モ
キ
」
は
「
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
キ
」（
か
は
ら
よ
も
ぎ
）
の
誤
り
。

7
オ
3
5　

白
芙　

ホ
ロ
シ
ヒ

　
「
白
芙
」
は
「
白
英
」
の
誤
り
。「
ホ
ロ
シ
ヒ
」
は
「
ホ
ロ
シ
」（
ほ
ろ
し
）
の
誤
り
。

7
オ
3
6　

自
莫　

ホ
ロ
シ

　
「
自
莫
」
は
「
白
莫
」
の
誤
り
。

7
オ
4
2　

白
慈
草　

タ
ワ
レ
ク
サ
・
ス
イ
ク
サ

　
「
タ
ワ
レ
ク
サ
」
は
「
マ
タ
フ
リ
ク
サ
」（
ま
た
ぶ
り
ぐ
さ
）
の
誤
り
。「
ス
イ
ク
サ
」　

は

「
ス
マ
イ
ク
サ
」（
す
ま
ひ
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

7
オ
4
3　

天
門
冬　

ス
マ
イ
ク
サ

　
「
ス
マ
イ
ク
サ
」（
す
ま
ひ
ぐ
さ
）
は
「
ス
マ
ロ
ク
サ
」（
す
ま
ろ
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

7
オ
4
4　

蒲
萄　

エ
ヒ
テ

　
「
蒲
」
は
「
葡
」
と
通
用
す
る
。「
エ
ヒ
テ
」
は
「
エ
ヒ
」（
え
び
）
の
誤
り
。

7
オ
4
5　

狼
芽　

コ
マ
ツ
ナ
キ

　
「
芽
」
は
「
牙
」
と
通
用
す
る
。

7
オ
4
7　

藜　

同
（
ム
ハ
ラ
）

　
「
藜
」
は
「
蔾
」
と
通
用
す
る
。

7
オ
5
1　

蒟
將
首　

マ
タ
ヽ
ヒ

　
「
蒟
將
首
」
は
「
蒟
醬
」
の
誤
り
。

7
オ
5
3　

息
筴　

同
（
シ
ヤ
ケ
ツ
）

　
「
息
筴
」
は
「

莢
」
の
誤
り
。

7
オ
5
7　

拔
契　

同
（
サ
ル
ト
リ
）
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「
拔
契
」
は
「

」
の
誤
り
。

7
オ
6
1　

鳥
　

ク
ワ
イ

　
「
鳥

」
は
「
鳧

」
の
誤
り
。

7
オ
6
5　

脊　

同
（
ヲ
ニ
ワ
ラ
ヒ
）

　
「

脊
」
は
「
狗
脊
」
の
誤
り
。

7
オ
6
6　

唐
杖　

イ
タ
ト
リ

　
「
唐
杖
」
は
「
虎
杖
」
の
誤
り
。

7
オ
7
8　

浅
茅　

ア
サ
ケ

　
「
ア
サ
ケ
」
は
「
ア
サ
チ
」（
あ
さ
ぢ
）
の
誤
り
。

7
オ
8
1　

泡
沫　

同
（
ア
サ
チ
）

「
あ
さ
ぢ
」
は
、
丈
の
低
い
チ
ガ
ヤ
を
い
う
。「
泡
沫
」
の
定
訓
は
「
う
た
か
た
」
で
あ
り
、

こ
の
訓
を
付
す
こ
と
は
他
に
例
を
見
な
い
。
連
歌
の
特
殊
な
表
記
で
あ
ろ
う
か
。
節
用
集

諸
本
で
は
「
あ
さ
ぢ
」
は
「
浅
茅
」
と
す
る
表
記
が
普
通
で
あ
る
。
日
本
国
語
大
辞
典
第

二
版
の
語
誌
に
「
平
安
中
期
に
な
る
と
、
一
面
に
生
え
る
こ
と
か
ら
「
浅
茅
原
ぬ
し
な
き

宿
」
と
い
っ
て
荒
れ
果
て
た
邸
宅
の
象
徴
と
な
り
、「
浅
茅
生
の
宿
」「
浅
茅
が
原
」
の
歌

語
が
生
じ
、
そ
の
葉
に
置
く
露
を
「
浅
茅
が
露
」
と
い
っ
て
は
か
な
い
も
の
の
た
と
え
と

し
、
さ
ら
に
中
世
に
は
「
浅
茅
の
月
」
と
枯
れ
果
て
た
浅
茅
と
冷
た
く
冴
え
る
月
光
を
取

り
合
わ
せ
て
寂
寥
感
漂
う
美
を
表
わ
す
よ
う
に
な
る
」
と
あ
る
。「
う
た
か
た
」
と
「
あ

さ
ぢ
」
は
、
と
も
に
世
の
無
常
を
表
す
た
め
、
縁
語
と
し
て
意
識
さ
れ
た
結
果
、「
泡
沫
」

に
「
あ
さ
ぢ
」
の
訓
が
付
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

7
オ
8
7　

龍
癸
草　

フ
ツ
ク
サ

　
「
龍
癸
草
」
は
「
龍
葵
草
」
の
誤
り
。

7
ウ
1
1　

荷
　

ト
ヽ
キ

　
「
荷

」
は
「
苻

」
の
誤
り
。

7
ウ
1
3　

蕪
靑　

ナ
タ
ネ

　
「
青
」
は
「
菁
」
と
通
用
す
る
。

7
ウ
2
2　

苦　

ヌ
カ
ツ
キ

　
「
苦
」
は
「
苦

」
の
誤
り
。「

」
の
脱
落
。

7
ウ
2
5　

羊
桃　

イ
ノ
コ
ク
サ

　
「
イ
ノ
コ
ク
サ
」
は
「
イ
ラ
ヽ
ク
サ
」（
い
ら
ら
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

7
ウ
2
6　

莠　

同
（
イ
ノ
コ
ク
サ
）

　
「
イ
ノ
コ
ク
サ
」
は
「
ハ
ク
サ
」（
は
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

7
ウ
3
3　

白
薇
子　

ミ
ナ
シ
ロ
ク
サ
・
ア
マ
ナ

　
「
ミ
ナ
シ
ロ
ク
サ
」
は
「
ミ
ナ
シ
コ
ク
サ
」（
み
な
し
こ
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

7
ウ
3
4　

紫
參　

チ
ノ
ハ

　
「
チ
ノ
ハ
」
は
「
チ
ヽ
ノ
ハ
ク
サ
」（
ち
ち
の
は
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

7
ウ
4
4　

屋
上
遊　

ヤ
ノ
ウ
エ
ノ
コ
ケ

　
「
屋
上
遊
」
は
「
屋
遊
」
の
誤
り
。

7
ウ
4
5　

萱
豆　

ノ
ウ
マ
メ

　
「
萱
豆
」
は
「

豆
」
の
誤
り
。「
ノ
ウ
マ
メ
」
は
「
ノ
マ
メ
」（
の
ま
め
）
の
誤
り
。

7
ウ
5
5　

菜
草　

シ
ハ

　
「
菜
草
」
は
「
萊
草
」
の
誤
り
。

7
ウ
6
4　

沢
蘭　

ア
ラ
ヽ
キ

　
「
ア
ラ
ヽ
キ
」（
あ
ら
ら
ぎ
）
は
「
サ
ワ
ア
ラ
ヽ
キ
」（
さ
は
あ
ら
ら
ぎ
）
の
誤
り
。

7
ウ
7
3　

蕘
〈
蕘
花
〉　

同
（
ハ
マ
ヒ
シ
）

「
蕘
」
は
「
蕘
花
」
の
誤
り
。「
ハ
マ
ヒ
シ
」（
は
ま
び
し
）
は
「
ハ
マ
ニ
レ
」（
は
ま
に
れ
）

の
誤
り
。

7
ウ
7
5　

暦
草　

シ
フ
キ

　
「
暦
」
は
「
歴
」
と
通
用
す
る
。「
シ
フ
キ
」
は
「
ソ
フ
キ
」（
そ
ふ
き
）
の
誤
り
。

7
ウ
8
2　

草　

カ
ミ
ク
サ

　
「
カ
ミ
ク
サ
」
は
「
カ
ヽ
ミ
ク
サ
」（
か
が
み
ぐ
さ
）
の
誤
り
。

7
ウ
8
4　

江
陣
草　

ツ
ク
モ

　
「
江
陣
草
」
は
「
江
浦
草
」
の
誤
り
。

7
ウ
8
5　

蒲
萄　

フ
タ
フ

　
「
蒲
」
は
「
葡
」
と
通
用
す
る
。

8
オ
1
3　

　

ム
ラ
サ

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。「
ム
ラ
サ
」
は
「
ム
ラ
サ
キ
」（
む
ら
さ
き
）
の
誤
り
。

8
ウ
4
1　

滴
瀝　

ア
マ
ツ
イ

　
「
ア
マ
ツ
イ
」
は
「
ア
マ
ツ
ヒ
」（
あ
ま
つ
び
）
の
誤
り
。

8
ウ
4
2　

霖　

ユ
フ
タ
チ
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「
霖
」
は
「

」
の
誤
り
。

8
ウ
5
1　

崇　

同
（
ア
マ
コ
イ
）

　
「
崇
」
は
「

」
の
誤
り
。

8
ウ
5
7　

雨
鮮　

ミ
ソ
レ

　
「
雨
鮮
」
は
「

」
の
誤
り
。

8
ウ
8
1　

滂
泡　

ハ
フ
〳
〵

　
「
滂
泡
」
は
「
滂
沱
」
の
誤
り
。「
ハ
フ
〳
〵
」
は
「
ハ
フ
タ
」（
ば
う
だ
）
の
誤
り
。

8
ウ
8
2　

雨
姉　

ウ
シ

　
「
雨
姉
」
は
「
雨
師
」
の
誤
り
。

8
ウ
8
5　

霜
寒

「
霜
寒
」
は
、
霜
が
降
り
て
寒
い
こ
と
な
の
で
、
本
来
は
霜
の
異
名
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

べ
き
も
の
。

8
ウ
8
6　

春
女

「
春
女
」
は
「
青
女
」
の
誤
り
。
霜
の
神
の
名
で
あ
る
の
で
、
本
来
は
霜
の
異
名
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
。

9
オ
3
4　

菊
蔔

　
「
菊
蔔
」
は
「
菊
圃
」
の
誤
り
。

9
オ
8
1　

明
庶
風　

タ
ニ
カ
ゼ

史
記
律
書
に
「
明
庶
風
居
東
方
」
と
あ
り
、「
明
庶
風
」
は
春
に
東
か
ら
吹
く
風
の
こ
と

で
あ
る
。
爾
雅
釈
天
に
「
南
風
謂
之
凱
風
、
東
風
謂
之
谷
風
、
北
風
謂
之
涼
風
、
西
風
謂

之
泰
風
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
谷
風
」
も
東
か
ら
吹
く
風
の
異
名
で
あ
り
、「
明
庶
風
」

と
同
義
と
な
る
。
そ
こ
で
「
明
庶
風
」
に
「
た
に
か
ぜ
」
の
訓
を
付
し
た
も
の
。「
谷
風
」

を
訓
読
し
た
だ
け
で
あ
り
、
谷
間
を
吹
く
風
で
は
な
い
。
な
お
、
漢
語
の
「
谷
風
」
に
は
、

東
風
と
谷
間
の
風
の
両
義
が
あ
り
、
前
者
の
場
合
、「
谷
」
は
「
穀
」
に
通
じ
、
穀
物
を

は
ぐ
く
む
風
の
意
で
あ
る
。

9
オ
8
4　

間
闔
風

　
「
間
闔
風
」
は
「

闔
風
」
の
誤
り
。

9
ウ
1
1　

広
庶
風

　
「
広
庶
風
」
は
「
広
莫
風
」
の
誤
り
。「
明
庶
風
」
と
の
混
同
に
よ
る
。

9
ウ
1
4　

不
闇
風

　
「
不
闇
風
」
は
「
不
周
風
」
の
誤
り
。

9
ウ
4
8　

色
雲　

ム
ラ
ク
モ

　
「
色
雲
」
は
「
邑
雲
」
の
誤
り
。

10
オ
3
8　

清
闇　

同
（
カ
ハ
ヤ
）　

　
「
清
闇
」
は
「
諒
闇
」
の
誤
り
。「
カ
ハ
ヤ
」
は
「
カ
リ
ヤ
」
の
誤
り
。

10
オ
4
1　

　

カ
ハ
ラ
ヤ

　
「

」
は
「
窯
」
の
誤
り
。

10
オ
4
4　

　

ヒ
ト
ヤ

　
「

」
は
「
囹
」
の
誤
り
。

10
オ
5
2　

鉤
殿　

ツ
リ
ト
ノ

　
「
鉤
」
は
「
釣
」
と
通
用
す
る
。

10
オ
5
7　

甲
第　

カ
フ
テ
イ

　
「
カ
フ
テ
イ
」
は
「
カ
フ
タ
イ
」（
か
ふ
だ
い
）
の
誤
り
。

10
オ
6
3　

張
台　

チ
ヤ
フ
テ
イ

「
張
」
は
「
帳
」
と
通
用
す
る
。「
チ
ヤ
フ
テ
イ
」
は
「
チ
ヤ
フ
タ
イ
」（
ち
や
う
だ
い
）　

の
誤
り
。

10
オ
6
4　

虚
堂　

タ
カ
ド
ノ

「
虚
堂
」
は
、
人
気
の
な
い
座
敷
の
意
味
で
、
晋
の
支
遁
の
「
詠
八
日
詩
」
に
「
虚
堂
陳

薬
餌
、
蔚
然
起
奇
栄
」
と
あ
る
も
の
が
初
出
で
あ
ろ
う
。「
虚
堂
」
は
「
た
か
ど
の
」
の

訓
と
は
対
応
し
な
い
。
慶
長
十
五
年
版
倭
玉
篇
、
夢
梅
本
倭
玉
篇
で
「
堂
」
に
「
た
か
ど

の
」
の
訓
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
堂
」
一
字
の
訓
が
「
虚
堂
」
全
体
に
及
ぼ

さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
中
国
の
建
造
物
と
し
て
は
、「
堂
」
は
「
殿
」「
楼
」「
閣
」

と
は
異
な
っ
た
意
味
合
い
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
そ
れ
が
あ
い
ま
い
で
、「
堂
」
に
も
高

層
建
築
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
た
と
え
ば
梁
の
昭
明
太
子
の

「
示
徐
州
弟
詩
」
に
「
高
宇
既
清
、
虚
堂
復
清
」
と
あ
る
よ
う
な
詩
句
の
影
響
で
、「
虚
堂
」

と
「
高
宇
」「
高
閣
」
の
類
が
混
同
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

10
オ
6
5　

民
床　

メ
ン
サ
フ

　
「
民
床
」
は
「
眠
床
」
の
誤
り
。

10
オ
8
5　

廬
且　

 
同
（
ト
ノ
イ
ト
コ
ロ
）

　
「
廬
且
」
は
「
直
廬
」
の
誤
り
。
転
倒
し
た
う
え
、
字
を
誤
っ
た
も
の
。
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10
オ
8
6　

幄　

ア
イ
ノ
ヤ

　
「
ア
イ
ノ
ヤ
」
は
「
ア
ケ
ハ
リ
」（
あ
げ
は
り
）
の
誤
り
。

10
ウ
1
1　

楗
児
所　

コ
テ
イ
ト
コ
ロ

　
「
楗
児
所
」
は
「
健
児
所
」
の
誤
り
。

10
ウ
4
1　

刃
倉　

ア
セ
ク
ラ

　
「
刃
倉
」
は
「
叉
倉
」
の
誤
り
。

10
ウ
4
10　

　

同
（
ハ
シ
ラ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

10
ウ
6
1　

犯
瓦　

同
（
メ
カ
ハ
ラ
）

　
「
犯
瓦
」
は
「
牝
瓦
」
の
誤
り
。

10
ウ
6
3　

杜
瓦　

同
（
ヲ
カ
ワ
ラ
）

　
「
杜
瓦
」
は
「
牡
瓦
」
の
誤
り
。

10
ウ
6
5　

疏　

ツ
ヽ
ミ
カ
ワ
ラ

　
「
疏
」
は
「
疏
瓦
」
の
誤
り
。

10
ウ
6
7　

葺
榑　

フ
キ
ク
レ

薄
い
板
で
屋
根
を
葺
く
こ
と
を
、
瓦
葺
き
に
対
し
て
「
榑
葺
き
」
と
い
う
。「
葺
榑
」
の

語
は
、
大
型
辞
書
類
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
字
義
と
訓
か
ら
考
え
て
、
や
は
り
屋

根
を
葺
く
木
板
（
へ
ぎ
板
）
の
意
で
あ
ろ
う
。

10
ウ
7
9　

破
風　

ハ
ツ
フ

「
破
風
」
は
「
は
ふ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
破
風
」
と
い
う
表
記
を
正
し
い
見

る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
。
次
項
「
榑
風
」
参
照
。
現
代
の
方
言
で
山
形
県
東
田
川
郡
で

「
は
っ
ぷ
」、新
潟
県
西
頸
城
郡
で
「
は
っ
ぱ
」
と
称
す
る
。
類
聚
文
字
抄
の
「
は
つ
ぷ
」
も
、

古
形
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

10
ウ
8
1　

榑
風　

ハ
ツ
フ

「
榑
」
は
「
搏
」
と
通
用
す
る
。
和
名
類
聚
抄
に
「
榑
風　

弁
色
立
成
云
、
榑
風
板
〈
上

音
布
悪
反
、
和
名
如
字
、
楊
氏
漢
語
抄
説
同
〉」
と
あ
り
、
そ
の
後
の
多
く
の
辞
書
で
は

「
榑
風
」
の
表
記
に
従
う
が
、
狩
谷
棭
斎
の
考
証
に
よ
れ
ば
「
搏
風
」
が
正
し
い
。
そ
の

要
点
は
、
儀
礼
士
冠
礼
「
直
于
東
栄
」
の
鄭
注
「
栄
、
屋
翼
也
」
に
対
す
る
賈
公
彦
の
疏

に
「
即
今
之
博
風
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
搏
風
」
が
正
し
く
、「
破
風
」
も
「
榑
風
」

も
俗
用
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
風
に
乗
っ
て
飛
ぶ
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
、
た
し
か
に
梁

の
陶
弘
景
の
「
許
長
史
旧
館
壇
碑
」
に
「
搏
風
泳
水
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
建
造
物
の

部
位
に
用
い
た
と
す
れ
ば
、「
搏
風
」
が
穏
当
な
の
で
あ
ろ
う
。「
搏
」
は
入
声
で
「
は
く
」

な
の
で
、「
は
っ
ぷ
」
と
読
む
の
が
や
は
り
正
し
い
こ
と
に
な
る
。

11
オ
1
6　

　

同
（
ウ
タ
チ
）

　
「

」
は
「
梲
」
の
誤
り
。

11
オ
2
6　

蟇
役　

カ
ヘ
ル
マ
タ

　
「
蟇
役
」
は
「
蟇
俣
」
ま
た
は
「
蟇
股
」
の
誤
り
。

11
オ
3
3　

　

カ
ハ
ラ
ヤ

　
「

」
は
「
甎
」
の
誤
り
。

11
オ
3
5　

　

同
（
エ
ツ
リ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

11
オ
5
4　

櫃　

マ
セ
カ
キ

　
「
櫃
」
は
「

」
の
誤
り
。

11
オ
7
8　

壁
帶　

ナ
ワ
タ
シ

　
「
ナ
ワ
タ
シ
」
は
「
マ
ワ
タ
シ
」（
ま
わ
た
し
）
の
誤
り
。

11
ウ
1
4　

間　

ト
シ
カ
ミ

　
「
間
」
は
「

」
の
誤
り
。「
ト
シ
カ
ミ
」
は
「
ト
シ
キ
ミ
」（
と
じ
き
み
）
の
誤
り
。

11
ウ
1
5

　
「

」
は
「
楗
」
と
通
用
す
る
。

11
ウ
2
8　

　

ア
ク

　
「

」
は
「
幄
」
の
誤
り
。

11
ウ
3
2　

簣　

ス
ノ
コ

　
「
簣
」
は
「
簀
」
と
通
用
す
る
。

11
ウ
3
5　

間
　

マ
タ
ル
キ

　
「
マ
タ
ル
キ
」
は
「
タ
ル
キ
」（
た
る
き
）
の
誤
り
。

11
ウ
3
7　

林
子　

同
（
シ
ヤ
フ
シ
）

　
「
林
子
」
は
「
牀
（
＝
床
）
子
」
の
誤
り
。

11
ウ
6
1　

蝸
尾　

ワ
ヒ

　
「
蝸
尾
」
は
「
蝸
廬
」
の
誤
り
。「
ワ
ヒ
」（
わ
び
）
は
「
ワ
ロ
」（
わ
ろ
）
の
誤
り
。

11
ウ
6
2　

琴
屋　

キ
ン
ヲ
ク
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「
琴
屋
」
は
「
琴
室
」
の
誤
り
。「
キ
ン
ヲ
ク
」
は
「
キ
ン
シ
ツ
」（
き
ん
し
つ
）
の
誤
り
。

11
ウ
6
4　

茆
屋　

ハ
ウ
ヤ

「
茆
」
は
「
茅
」
と
通
用
す
る
。「
ハ
ウ
ヤ
」（
ば
う
や
）
は
「
ハ
ウ
ヲ
ク
」（
ば
う
を
く
）　

の
誤
り
。

12
オ
3
4　

皇
麻
章　

ワ
フ
シ
ヤ
フ

　
「
皇
麻
章
」
は
「
皇

」
の
誤
り
。

12
オ
5
2　

哢
捨　

コ
マ
ホ
コ

「
哢
」
と
「
弄
」
は
通
用
す
る
。「
捨
」
は
「
槍
」
の
誤
り
。「
コ
マ
ホ
コ
」
は
「
ロ
ウ　

サ
ウ
」（
ろ
う
さ
う
）
の
誤
り
。

12
オ
5
3　

塡
破　

ハ
ン
ハ
リ

　
「
塡
」
は
「
埴
」
と
通
用
す
る
。

12
オ
5
4　

都
曾　

ト
ソ

　
「
都
曾
」
は
「
都
志
」
の
誤
り
。「
ト
ソ
」
は
「
ツ
シ
」（
つ
し
）
の
誤
り
。

12
オ
6
3　

依
天
楽　

エ
テ
ン
ラ
ク

　
「
依
天
楽
」
は
「
越
天
楽
」
の
誤
り
。

12
ウ
1
2　

浅
木　

ア
サ
ミ
ツ

　
「
浅
木
」
は
「
浅
水
」
の
誤
り
。

12
ウ
1
4　

我
門
手

　
「
我
門
手
」
は
「
我
門
乎
」
の
誤
り
。

12
ウ
8
2　

鈴
河
　々

ス
ヽ
カ
ヽ
ワ

　
「
鈴
河
々
」
は
「
鈴
鹿
河
」
の
誤
り
。

13
オ
1
1　

角
綱　

ア
ケ
マ
キ

　
「
角
綱
」
は
「
總
角
」
の
誤
り
。

13
オ
6
2　

鶏
鏤　

ケ
イ
ロ
ウ

　
「
鶏
鏤
」
は
「
鶏
婁
」
の
誤
り
。

13
オ
6
4　

壱　

イ
チ

「
壱
」
は
「
壱
鼓
」
の
誤
り
。「
イ
チ
」
は
「
イ
チ
ノ
ツ
ヽ
ミ
」（
い
ち
の
つ
づ
み
）
の　

誤
り
。

13
ウ
2
2　

顱
解　

ア
タ
マ
ノ
ア
ワ
メ

「
顱
解
」
は
「
解
顱
」
の
誤
り
。「
ア
タ
マ
ノ
ア
ワ
メ
」
は
「
ア
タ
マ
ノ
ア
ワ
ヌ
」（
あ　

た
ま
の
あ
は
ぬ
）
の
誤
り
。

13
ウ
3
2　

眩　

メ
ク
ル
メ

　
「
メ
ク
ル
メ
」
は
「
メ
ク
ル
メ
ク
」（
め
く
る
め
く
）
の
誤
り
。

13
ウ
3
7　

耳
埵　

ミ
ヽ
ダ
レ

「
耳
埵
」
は
「
耳
垂
」
に
同
じ
で
、「
み
み
た
ぶ
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
病
名
で
は
な

い
。「
み
み
た
ぶ
」
の
古
形
に
「
み
み
だ
れ
」
が
あ
る
が
、
類
聚
文
字
抄
の
編
者
が
そ
れ

を
病
名
の
「
み
み
だ
れ
」
と
誤
解
し
て
、「
諸
病
」
に
お
さ
め
た
も
の
。「
耳
埵
」
は
み
み

た
ぶ
の
意
で
あ
る
。
今
日
い
わ
ゆ
る
「
み
み
た
ぶ
」
は
、
和
名
類
聚
抄
、
形
体
部
耳
目
類

に
「
耳
埵　

弁
色
立
成
云
、
耳
埵
〈
和
名
美
々
太
比
、
埵
、
丁
果
反
〉」
と
あ
り
、「
み
み

た
び
」
が
古
い
が
、
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
美
篇
人
体
部
に
「
耳
埵
〈
ミ
ヽ
タ
レ　

丁
果

反
〉」、
饅
頭
屋
本
節
用
集
に
「
耳
埵
〈
ミ
ヽ
ダ
レ
〉」
と
あ
る
ご
と
く
、「
み
み
だ
れ
」
の

形
も
存
在
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
み
み
た
び
ら
・
み
み
た
ぶ
・
み
み
た
ぶ
ら
・
み
み
た

ぼ
等
の
異
形
が
あ
る
。
一
方
病
気
の
「
み
み
だ
れ
」
は
、
和
名
類
聚
抄
、
形
体
部
病
類

「

耳　

病
源
論
云
、

耳
〈
上
音
亭
、
和
名
美
々
太
利
〉、
風
熱
耳
生
膿
汁
也
」
と
あ
り
、

「
み
み
だ
り
」
が
古
い
。
他
に
、
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
美
篇
人
体
部
に
「

耳
〈
ミ
ヽ

タ
リ
〉」、運
歩
色
葉
集
に
「

耳
〈
ミ
ヽ
ダ
レ
〉」、天
正
十
八
年
本
節
用
集
「

耳
〈
ミ
ヽ

ダ
レ
〉」
と
あ
り
、「
み
み
だ
れ
」
の
形
も
現
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
に
「
み
み

だ
り
」
が
同
音
異
義
語
と
し
て
存
在
し
た
た
め
に
、
部
名
を
取
り
違
え
る
と
い
う
現
象
が

生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

13
ウ
3
8　

耳　

同
（
ミ
ヽ
タ
レ
）

　
「

耳
」
は
「

耳
」
の
誤
り
。

13
ウ
4
8　

　

ク
チ
ヒ
ヽ

　
「

」
は
「
胗
」
と
通
用
す
る
。

13
ウ
4
9　

蟬
蜒　

シ
タ
ツ
キ

　
「
蟬
蜒
」
は
「

」
の
誤
り
。

13
ウ
7
1　

津
頭　

ヨ
タ
リ

　
「
津
頭
」
は
「
津
頤
」
の
誤
り
。

13
ウ
7
5　

　

ハ
カ
ミ

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

13
ウ
8
2　

吐
　

ツ
タ
ミ
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「
吐

」
は
「

吐
」
の
誤
り
。

13
ウ
8
4　

萃
　

サ
ク
リ

　
「
萃

」
は
「
萃
咳
」
の
誤
り
。

14
オ
3
7　

　

ク
ロ
カ
サ

　
「
ク
ロ
カ
サ
」
は
「
ク
ロ
ク
サ
」（
く
ろ
く
さ
）
の
誤
り
。

14
オ
4
4　

丁
瘡　

チ
ヤ
フ
サ
フ

　
「
丁
」
は
「
疔
」
と
通
用
す
る
。

14
オ
4
5　

風

　

カ
サ
ホ
ロ
シ

　
「

」
は
「
胗
」
と
通
用
す
る
。

14
オ
4
6　

隱
　

同
（
カ
サ
ホ
ロ
シ
）

　
「
隱

」
は
「

疹
」
と
通
用
す
る
。

14
オ
5
6　

　

同
（
ア
カ
ヽ
リ
）　

　
「

」
は
「
皸
」
の
誤
り
。

14
オ
6
2　

創
　

ヒ
イ
ラ
ク

　
「
創

」
は
「
創
瘢
」
の
誤
り
。

14
オ
6
9　

　

カ
ユ
カ
リ

　
「

」
は
「
痒
」
の
誤
り
。

14
ウ
2
2　

伝
死
病　

テ
ン
シ
ヒ
ヤ
フ

　
「
死
」
は
「
屍
」
と
通
用
す
る
。

14
ウ
2
3　

鼾
　

ク
ツ
チ

　
「

」
は
「
睡
」
の
誤
り
。

14
ウ
4
7　

足　

コ
イ
ア
シ

「

」
は
字
書
に
な
い
が
、「
瘕
」
を
書
き
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
瘕
足
」
を
「
こ
ひ

あ
し
」
と
読
ま
せ
て
、
次
項
「
尰
脚
」
と
同
義
の
異
表
記
と
し
た
も
の
で
、
足
の
腫
れ
る

病
の
名
。「
瘕
」
で
「
こ
ひ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
の
は
、
喉
の
腫
れ
る
病
気
に
「
こ
ひ
」

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
集
韻
平
声
麻
韻
に
「
瘕

〈
喉
病
、
或
从
牙
〉」
と
あ
る
こ
と
と
、

和
名
類
聚
抄
に
「
喉
痺　

病
源
論
云
、
喉
痺
〈
侯
婢
二
音
、
俗
訛
云
古
比
〉、
喉
裏
腫
塞

痺
痛
、
水
漿
不
得
入
、
是
也
」
ま
た
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
に
「
喉
痺
〈
コ
ウ
ヒ　

コ
ヒ　

喉
腫
也
〉」
と
あ
っ
て
、
の
ど
の
病
を
字
音
語
で
「
こ
う
ひ
」、
さ
ら
に
日
本
語
化
し
て

「
こ
ひ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
日
本
で
「
瘕
」
を
「
こ
ひ
」
と
読
む
こ

と
は
説
明
が
つ
く
。
こ
こ
で
は
字
義
を
無
視
し
て
、
足
の
病
の
「
こ
ひ
あ
し
」
の
表
記
に

使
用
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
和
名
類
聚
抄
に
「
尰　

毛
詩
注
云
、腫
足
曰
尰
〈
唐
韻
、

時
種
反
、
足
病
也
、
弁
色
立
成
云
、
於
売
阿
志
、
此
間
云
古
比
〉、
又
云
卑
湿
之
地
、
其

人
多
尰
」、
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
に
「
尰
〈
シ
ヨ
ウ　

時
允
反　

又
而
隴
反　

コ
ヒ　

是

腫
也
〉」、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
に
「
尰
〈
オ
メ
ア
シ　

此
間
云
コ
ヒ
〉」
と
あ
っ
て
、

「
尰
」
は
足
の
腫
れ
る
病
で
「
こ
ひ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
も
確
認
で
き
る
が
、
こ
ち
ら
の
語

源
は
不
明
で
、「
喉
痺
」
と
は
関
係
あ
る
ま
い
。
偶
然
の
結
果
、「
こ
ひ
」
に
両
義
が
付
せ

ら
れ
こ
と
に
な
る
。

14
ウ
5
1　

癭　

シ
ヒ
リ

　
「
シ
ヒ
リ
」
は
「
シ
ヒ
ネ
」（
し
ひ
ね
）
の
誤
り
。

14
ウ
6
4　

反
側　

ト
コ
カ
ヘ
シ

　
「
ト
コ
カ
ヘ
シ
」
は
「
ト
コ
カ
ヘ
リ
」（
と
こ
が
へ
り
）
の
誤
り
。

15
オ
3
2　

蜀
随
子　

ソ
ク
ス
イ
シ

　
「
蜀
随
子
」
は
「
続
随
子
」
の
誤
り
。

15
オ
7
6　

朴
消　

ホ
フ
セ
フ

　
「
ホ
フ
セ
フ
」
は
「
ホ
ク
セ
フ
」（
ぼ
く
せ
う
）
の
誤
り
。

15
オ
8
4　

苦
　

同
（
ク
ラ
ヽ
）

　
「
苦

」
は
「
苦

」
の
誤
り
。

15
ウ
4
3　

卑
澄
茄　

ヒ
ツ
テ
フ
キ
ヤ

　
「
卑
澄
茄
」
は
「
蓽
澄
茄
」
の
誤
り
。

15
ウ
5
4　

蓮
蓬
殻　

レ
ン
ホ
フ
コ
ク

　
「
レ
ン
ホ
フ
コ
ク
」
は
「
レ
ン
ホ
ウ
カ
ク
」（
れ
ん
ぽ
う
か
く
）
の
誤
り
。

15
ウ
6
3　

差
活　

シ
ヤ
ク
ハ
ツ

「
差
活
」
は
「
羌
活
」
の
誤
り
。「
シ
ヤ
ク
ハ
ツ
」
は
「
キ
ヤ
ウ
ク
ハ
ツ
」（
き
や
う
く　

わ
つ
）
の
誤
り
。

15
ウ
6
4　

蕪
　

フ
イ

　
「

」
は
「
夷
」
と
通
用
す
る
。

15
ウ
7
1　

蒼
鼠　

サ
フ
ニ

　
「
蒼
鼠
」
は
「
蒼
耳
」
の
誤
り
。

15
ウ
8
3　

莪
茂　

カ
ホ
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「
莪
茂
」
は
「
莪

」
の
誤
り
。「
カ
ホ
」（
が
ぼ
）
は
「
カ
シ
ユ
ツ
」（
が
じ
ゆ
つ
）
の　

誤
り
。

16
ウ
3
2　

皇
祖
孝　

ク
ハ
フ
ソ
カ
ウ

　
「
孝
」
は
「
考
」
と
通
用
す
る
。

16
ウ
5
4　

門
葬　

モ
ン
サ
フ

　
「
門
葬
」
は
「
問
葬
」
の
誤
り
。

16
ウ
6
2　

基　

ハ
カ

　
「
基
」
は
「
墓
」
と
通
用
す
る
。

16
ウ
6
4　

関
日　

キ
ニ
チ

　
「
関
日
」
は
「

日
」
の
誤
り
。

16
ウ
7
1　

遠
関　

エ
ン
キ

　
「
遠
関
」
は
「
遠

」
の
誤
り
。

17
オ
2
2　

稠
囲　

シ
フ
イ

　
「
シ
フ
イ
」
は
「
チ
フ
イ
」（
ち
う
ゐ
）
の
誤
り
。

17
オ
4
1　

　

同
（
テ
カ
シ
）

　
「

」
は
「
梏
」
の
誤
り
。

17
オ
4
4　

友　

同
（
シ
モ
ト
）

　
「

友
」
は
「

」
の
誤
り
。

17
ウ
2
5　

削　

ス
サ
シ

　
「
ス
サ
シ
」
は
「
ス
ミ
サ
シ
」（
す
み
さ
し
）
の
誤
り
。

17
ウ
2
8　

　

ノ
コ
キ
リ

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

17
ウ
3
2　

　

同
（
テ
フ
ノ
）

　
「

」
は
「
釿
」
の
誤
り
。

17
ウ
4
8　

鑪　

ヤ
ス
リ

　
「
鑪
」
は
「
鑢
」
と
通
用
す
る
。

17
ウ
4
10　

解
門　

ク
シ
リ

「

」
を
「
解
門
」
と
分
字
す
る
こ
と
は
、
日
本
で
は
通
例
で
あ
り
、
有
坂
本
和
名
集
、　

キ
リ
シ
タ
ン
版
落
葉
集
で
「
解
門
」
を
「
く
じ
り
」
と
読
ん
で
い
る
。

17
ウ
5
2　

柊
格　

サ
イ
ツ
チ

　
「
柊
格
」
は
「
柊

」
の
誤
り
。

17
ウ
5
5　

鉦　

ロ
ク
ロ
カ
ネ

　
「
鉦
」
は
「

」
の
誤
り
。

17
ウ
5
7　

鎛　

サ
ク
ツ
エ

　
「
サ
ク
ツ
エ
」
は
「
サ
イ
ツ
エ
」（
さ
ひ
づ
ゑ
）
の
誤
り
。

17
ウ
7
1　

　

カ
ス
カ
イ

　
「

」
は
「
銈
」
の
誤
り
。

17
ウ
7
2　

　

同
（
カ
ス
カ
イ
）　

　
「

」
は
「
鎹
」
の
誤
り
。

17
ウ
8
3　

棰　

同
（
ス
ミ
カ
キ
）

　
「
棰
」
は
「
炭
棰
」
の
誤
り
。

17
ウ
8
9　

干　

同
（
ニ
カ
ハ
）　

　
「
干
」
は
「
干
漆
」
の
誤
り
。

18
オ
1
4　

筆　

同
（
ハ
ケ
）

　
「

」
は
、「

」
の
異
体
字
。
前
田
本
色
葉
字
類
抄
の
字
形
と
一
致
す
る
。

18
オ
3
4　

　

マ
ト

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

18
オ
5
3　

鉐　

同
（
チ
フ
シ
ヤ
ク
）

　
「
鉐
」
は
「
鍮
鉐
」
の
誤
り
。

19
ウ
5
1　

雀
穎

　
「
雀
穎
」
は
「
雀
頭
」
の
誤
り
。

19
ウ
8
4　

鳥
石

　
「
鳥
石
」
は
「
烏
石
」
の
誤
り
。

20
オ
2
3　

石
瓦

　
「
石
瓦
」
は
「
古
瓦
」
の
誤
り
。

20
オ
2
4　

黒
淵

　
「
黒
淵
」
は
「
墨
淵
」
の
誤
り
。

20
オ
4
1　

亨
紙　

コ
フ
シ

　
「
亨
紙
」
は
「
厚
紙
」
の
誤
り
。

20
ウ
1
3　

葵
倫
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「
葵
倫
」
は
「
蔡
倫
」
の
誤
り
。

20
ウ
1
4　

紅
銭　

コ
ウ
セ
ン

　
「
紅
銭
」
は
「
紅
牋
」
の
誤
り
。

20
ウ
2
2　

兼
網　

ケ
ン
マ
フ

「
兼
網
」
は
「
魚
網
」
の
誤
り
。「
ケ
ン
マ
フ
」
は
「
キ
ヨ
マ
フ
」（
ぎ
よ
ま
う
）
の
誤
り
。

21
オ
2
2　

蹴
　

マ
リ

　
「
蹴

」
は
「
蹴
鞠
」
の
扁
揃
え
。

21
オ
5
5　

交
物　

ハ
サ
ミ
モ
ノ

　
「
交
」
は
「
夾
」
と
通
用
す
る
。

21
オ
8
1　

紅
術　

ケ
ン
シ
ユ
ツ

　
「
紅
術
」
は
「
幻
術
」
の
誤
り
。

21
ウ
5
3　

御
像　

コ
エ
イ

「
御
像
」
は
「
御
像
侍
者
」
の
誤
り
。「
コ
エ
イ
」
は
「
コ
エ
イ
シ
シ
ヤ
」（
ご
え
い
じ　

し
や
）
の
誤
り
。

22
オ
5
2　

漏
斎　

ロ
サ
イ

　
「
漏
斎
」
は
「
邏
斎
」
の
誤
り
。

22
オ
5
3　

掛
塔　

ク
ハ
タ

　
「
塔
」
は
「
搭
」
と
通
用
す
る
。

22
ウ
2
7　

析
櫃　

ヲ
リ
―

　
「
析
」
は
「
折
」
の
誤
り
。

22
ウ
3
8　

　

同
（
カ
ラ
ウ
ス
）

　
「

」
は
「
砧
」
の
誤
り
。

22
ウ
5
7　

懸
槃　

カ
ケ
ハ
ン

　
「
槃
」
は
「
盤
」
と
通
用
す
る
。

22
ウ
6
1　

牙
槃　

ケ
ハ
ン

　
「
槃
」
は
「
盤
」
と
通
用
す
る
。

22
ウ
7
4　

酒
檮　

ホ
カ
イ

　
「
酒
檮
」
は
「
酒
禱
」
の
誤
り
。

22
ウ
8
8　

　

同
（
カ
ナ
ヘ
）

　
「

」
は
「

」
と
通
用
す
る
。

23
オ
1
1　

攣　

テ
ナ
ベ

「
攣
」
は
本
来
病
名
の
「
て
な
へ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
手
鍋
」
と
誤
解
し
て
、
雑
具

器
に
掲
載
し
た
も
の
。「
攣
」
の
字
義
は
、
素
問
、
疏
五
過
論
に
「
痿
躄
為
攣
」
と
あ
る

よ
う
に
、
足
が
不
自
由
な
こ
と
で
あ
る
が
、
慧
琳
一
切
経
音
義
に
「
攣
、
手
足
筋
急
拘
束
、

不
能
行
歩
申
縮
」、
集
韻
に
「
攣
〈
手
足
曲
病
〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
広
く
手
足
に
つ
い
て

も
使
う
。
と
は
い
え
、
中
国
で
は
足
に
つ
い
て
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
で
は
、
新

撰
字
鏡
に
「
攣
〈
又
作
癵
二
形
、
力
円
反
、
平
、
係
也
、
荼
也
、
倭
黎
反
、
手
奈
戸
〉」、

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
に
「
攣
〈
音
聯　

テ
ナ
ヘ　

ツ
ヽ
ル　

犬
ノ
キ
ヅ
ナ　

ヒ
カ
フ　

ア
シ
ヲ　

鷹
恭
也　

係
也
〉」
と
あ
る
よ
う
に
、「
て
な
へ
」
の
訓
が
一
般
的
で
あ
る
。

23
オ
2
2　

　

同
（
コ
シ
キ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

23
オ
3
2　

唾
壷
桶　

タ
ロ
ヲ
ケ

　
「
タ
ロ
ヲ
ケ
」
は
「
タ
コ
ヲ
ケ
」（
た
ご
を
け
）
の
誤
り
。

23
オ
3
3　

田
子
桶　

タ
ロ
ヲ
ケ

　
「
タ
ロ
ヲ
ケ
」
は
「
タ
コ
ヲ
ケ
」（
た
ご
を
け
）
の
誤
り
。

23
オ
3
6　

析

　
「
析
」
は
「
折
」
の
誤
り
。

23
オ
3
7　

浅
甕　

サ
フ
ケ

　
「
サ
フ
ケ
」
は
「
サ
ラ
ケ
」（
さ
ら
げ
）
の
誤
り
。

23
オ
4
1　

籮　

ア
シ
ロ

　
「
ア
シ
ロ
」
は
「
ア
シ
カ
」（
あ
じ
か
）
の
誤
り
。

23
オ
4
7　

（
＝
奕
）　

カ
サ
メ

　
「
カ
サ
メ
」
は
「
カ
サ
ネ
」（
か
さ
ね
）
の
誤
り
。

23
オ
4
10　

瀘　

ミ
ツ
フ
ル
イ

　
「
瀘
」
は
「
濾
」
と
通
用
す
る
。

23
オ
5
3　

　

同
（
ツ
ル
ヘ
）

　
「

」
は
「
罐
」
と
通
用
す
る
。

23
オ
5
4　

　

同
（
ツ
ル
ヘ
）

　
「

」
は
「
罐
」
と
通
用
す
る
。

23
オ
5
8　

子　

同
（
シ
ヤ
ク
シ
）
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「

子
」
は
「
杓
子
」
の
誤
り
。

23
オ
6
2　

浴
解　

ユ
フ
ネ

　
「
解
」
は
「
斛
」
と
通
用
す
る
。

23
オ
6
5　

撥
笥　

同
（
カ
イ
ケ
）

　
「
撥
笥
」
は
「
掻
笥
」
の
誤
り
。

23
ウ
1
2　

澡

　
「
澡

」
は
「
澡
盤
」
の
誤
り
。

23
ウ
4
2　

　

同
（
ア
シ
タ
）

　
「

」
は
「
屐
」
の
誤
り
。

23
ウ
4
7　

　

タ
ヒ

　
「

」
は
「
襪
」
の
誤
り
。

23
ウ
4
8　

草
皮
腹　

同
（
タ
ヒ
）

　
「
草
皮
腹
」
は
「
單
皮
履
」
の
誤
り
。

23
ウ
6
1　

履
　

ク
ツ
カ
タ

　
「
履

」
は
「
履

」
の
誤
り
。

23
ウ
6
2　

履
　

ク
ツ
シ
キ

　
「
履

」
は
「
履

」
の
誤
り
。

23
ウ
6
7　

　

ハ
タ
シ

　
「

」
は
「
跣
」
の
誤
り
。

24
オ
4
1　

鼠
弩　

ヲ
ミ

　
「
ヲ
ミ
」
は
「
ヲ
シ
」（
お
し
）
の
誤
り
。

24
オ
5
5　

灑　

サ
ヲ

　
「
灑
」
は
「

」
の
誤
り
。「
サ
ヲ
」
は
「
サ
テ
」（
さ
で
）
の
誤
り
。

24
オ
6
3　

鉗
袋　

エ
フ
ク
ロ

　
「
鉗
袋
」
は
「
餌
袋
」
の
誤
り
。

24
オ
7
4　

太
角　

ハ
ラ
ノ
フ
エ

　
「
太
」
は
「
大
」
と
通
用
す
る
。

24
ウ
2
1　

相
桃　

ア
イ
ソ
ム

　
「
相
桃
」
は
「
相
挑
」
の
扁
揃
え
。

24
ウ
2
2　

婚
合　

マ
キ
ア
ウ

　
「
マ
キ
ア
ウ
」
は
「
マ
ク
ワ
ウ
」（
ま
ぐ
は
ふ
）
の
誤
り
。

24
ウ
3
6　

蜜
突　

ミ
ソ
カ
ク
ナ
キ

　
「
蜜
」
と
「
密
」
と
通
用
す
る
。

24
ウ
5
1　

　

ヤ
モ
メ

　
「

」
は
字
書
に
見
え
ず
、「
獨
」
か
ら
作
っ
た
国
字
で
あ
ろ
う
。

24
ウ
5
4　

政
家　

カ
イ
ケ

　
「
政
家
」
は
「
改
嫁
」
の
誤
り
。「
カ
イ
ケ
」
は
「
カ
イ
カ
」（
か
い
か
）
の
誤
り
。

25
オ
6
2　

笧　

カ
ヽ
リ

　
「
笧
」
は
「
篝
」
の
誤
り
。

25
オ
6
3　

銖　

カ
ヾ
リ

こ
の
前
後
は
「
笧
（
篝
）〈
カ
ヽ
リ
〉　

銖
〈
同
〉　

笧
（
篝
）
火
〈
同
〉　

簟
〈
同
〉」
と
な
っ

て
お
り
、
燈
焼
之
部
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、「
銖
」
も
含
め
て
、「
か
が
り
び
」
を
意
味
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
分
銅
の
意
味
の
「
か
か
り
」
と
「
か

が
り
び
」
の
「
か
が
り
」
を
混
同
し
た
も
の
で
あ
る
。「
銖
」
は
、
観
智
院
本
類
聚
名
義

抄
に
「
銖
〈
音
珠　

純
也　

カ
ヽ
リ　

十
二
粟
重
一
分
、
十
二
分
重
一
ー
〉」、
明
応
五
年

本
節
用
集
、
賀
篇
財
宝
部
「
銖
〈
カ
ヽ
リ
〉」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
重
さ
を
持
っ

た
分
銅
の
意
で
、
懸
け
る
と
こ
ろ
か
ら
「
か
か
り
」
と
読
ま
れ
た
。

25
オ
6
4　

笧
火　

同
（
カ
ヽ
リ
）

　
「
笧
火
」
は
「
篝
火
」
の
誤
り
。

25
オ
6
8　

　

同
（
モ
エ
ク
イ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

25
オ
7
5　

　

同
（
ホ
ノ
ヲ
）

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

25
オ
7
10　

細
梗　

同
（
ホ
ソ
ク
ツ
）

　
「
細
梗
」
は
「
細

」
の
誤
り
。

25
オ
8
10　

　

ク
ト

　
「

」
は
「
窻
」
の
誤
り
。「
窻
」
は
「
窗
」
に
同
じ
。

25
ウ
1
5　

　

ス
ヽ

　
「

」
は
「

」
の
誤
り
。

25
ウ
4
3　

玉
虫
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「
虫
」
は
「
燭
」
の
略
体
。

25
ウ
4
6　

録
燭

　
「
録
」
は
「
緑
」
の
誤
り
。

25
ウ
5
1　

銀
虫

　
「
虫
」
は
「
燭
」
の
略
体
。

25
ウ
7
3　

鵲
毛

　
「
鵲
毛
」
は
「
鵲
尾
」
の
誤
り
。

26
オ
4
5　

春
莫

　
「
莫
」
は
「
暮
」
と
通
用
す
る
。

26
オ
5
4　

建
眼

　
「
建
眼
」
は
「
健
眼
」
の
誤
り
。

26
オ
8
1　

青
偏

　
「
青
偏
」
は
「
青
編
」
の
誤
り
。

26
ウ
2
3　

軒
轅
底

　
「
軒
轅
底
」
は
「
軒
轅
氏
」
の
誤
り
。

26
ウ
4
6　

玉
明

　
「
玉
明
」
は
「
五
明
」
の
誤
り
。

26
ウ
7
1　

冊
瑚

　
「
冊
」
と
「
珊
」
は
通
用
す
る
。

27
オ
1
5　

木
上
人

　
「
木
上
人
」
は
「
木
上
座
」
の
誤
り
。

27
オ
1
6　

狭
丈

　
「
狭
丈
」
は
「
扶
老
杖
」
の
誤
り
。

27
オ
4
3　

駿
骨

本
来
は
馬
の
異
名
で
は
な
く
、
賢
人
の
意
。
戦
国
策
、
燕
策
で
郭
隗
が
述
べ
る
、
千
里
馬

の
骨
を
大
金
で
買
っ
た
と
い
う
寓
話
に
よ
る
。
任
昉
の
「
天
監
三
年
策
秀
才
文
」
に
「
朕

傾
心
駿
骨
、
非
惧
真
龍
」
と
あ
る
。

27
オ
6
1　

束

「
束
」
は
「

」
と
通
用
す
る
。
本
来
は
牛
の
異
名
で
は
な
く
死
に
臨
ん
で
牛
が
ビ
ク
ビ

ク
す
る
よ
う
す
。
孟
子
、
梁
恵
王
上
に
見
え
る
。

27
オ
8
1　

明
祝

　
「
明
祝
」
は
「
明
視
」
の
誤
り
。

27
オ
8
2　

欽
辱

　
「
欽
辱
」
は
「
缺
脣
」
の
誤
り
。

27
ウ
1
1　

家
貴

　
「
蒙
貴
」
を
「
家
貴
」
に
誤
る
。
文
明
本
節
用
集
も
同
様
に
誤
る
。

27
ウ
2
1　

五
悪

　
「
五
悪
」
は
「
五
徳
」
の
誤
り
。

27
ウ
2
2　

光
鳴

　
「
光
鳴
」
は
「
先
鳴
」
の
誤
り
。

27
ウ
2
3　

光
睦

　
「
光
睦
」
は
「
告
暁
」
の
誤
り
。

27
ウ
3
1　

黄
鳥

　

本
来
は
鶴
の
異
名
で
な
く
、
ウ
グ
イ
ス
の
異
名
。

27
ウ
3
3　

昭
仙

　
「
昭
仙
」
は
「
胎
仙
」
の
誤
り
。

27
ウ
4
1　

金
花
子

　
「
金
花
子
」
は
「
金
衣
公
子
」
の
誤
り
。

27
ウ
4
2　

柳
抜
子

　
「
柳
抜
子
」
は
「
柳
梭
子
」
の
誤
り
。

27
ウ
5
1　

雁

　
「

雁
」
は
「
鴻
雁
」
の
誤
り
。

27
ウ
7
3　

蝉
蛄

　
「
蝉
蛄
」
は
「
蝉

」
の
誤
り
。

27
ウ
8
1　

池
鮮

　
「
池
鮮
」
は
「
池
鱗
」
の
誤
り
。

27
ウ
8
2　

鱗

　
「

鱗
」
は
「
錦
鱗
」
の
扁
揃
え
。

27
ウ
8
4　

水
抜
花

　
「
水
抜
花
」
は
「
水
梭
花
」
の
誤
り
。
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28
オ
1
1　

且
渇

　
「
且
渇
」
は
「
止
渇
」
の
誤
り
。

28
オ
1
4　

玉
車

　
「
玉
車
」
は
「
玉
骨
」
の
誤
り
。

28
オ
1
5　

肌

　
「
肌
」
は
「
玉
肌
」
の
誤
り
。

28
オ
2
1　

請
友

　
「
請
友
」
は
「
清
友
」
の
誤
り
。

28
オ
3
2　

額
魚

　
「
額
魚
」
は
「
額
黄
」
の
誤
り
。

28
オ
4
2　

霜

　
「
霜

」
は
「
霜
傑
」
の
誤
り
。

28
オ
5
3　

鹿
尾　

ロ
ク
ヒ

「
鹿
尾
」
は
「
麈
尾
」
の
誤
り
。「
ロ
ク
ヒ
」（
ろ
く
び
）
は
「
シ
ユ
ヒ
」（
し
ゆ
び
）
の　

誤
り
。

28
オ
6
〜
28
オ
7

こ
の
あ
た
り
、
橘
の
異
名
と
枇
杷
の
異
名
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
。「
盧
橘
」
は
金
柑
と
す

る
説
も
あ
る
が
、
枇
杷
の
異
名
と
も
さ
れ
る
。「
木
奴
」
は
柑
の
異
名
。
た
だ
し
、
他
は

中
国
の
文
献
に
見
え
な
い
。「
霜
飽
」
は
あ
る
い
は
「
霜
包
」
の
誤
で
、
柑
を
意
味
す
る

語
と
し
て
宋
詩
に
見
え
る
。
文
明
本
節
用
集
に
載
せ
る
、
橘
の
異
名
に
「
木
奴
」、「
金

鈴
」、「
霜
飽
」、「
半
黄
」、「
見
霜
」、「
欠
霜
」
が
見
え
、
枇
杷
の
異
名
に
「
盧
橘
」「
林
鈴
」

が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
橘
と
枇
杷
の
異
名
が
ほ
ぼ
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

28
オ
7
2　

欠
霜

「
欠
霜
」
は
「
見
霜
」
の
誤
り
。
文
明
本
節
用
集
に
橘
の
異
名
と
し
て
「
見
霜
」
と
「
欠
霜
」

の
双
方
を
載
せ
る
が
、
橘
が
冬
に
実
を
結
ぶ
こ
と
か
ら
つ
け
た
異
名
で
あ
れ
ば
、「
見
霜
」

が
正
し
く
、「
見
」
を
「
欠
」
に
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
欠
霜
」
で
は
意
味
を
な
さ
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
で
の
異
名
。

28
オ
7
4　

羊
黄

　
「
羊
黄
」
は
「
半
黄
」
の
誤
り
。

28
オ
8
2　

扶
景　

フ
ケ
イ

日
本
独
自
の
異
名
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。
傅
玄
の
「
安
石
榴
賦
」
に
「
其
在
晨
也
、
灼
若

九
日
栖
扶
桑
」
と
あ
り
、
柘
榴
の
粒
の
輝
き
を
、
扶
桑
に
か
か
る
太
陽
の
光
に
な
ぞ
ら
え

て
い
る
。「
扶
景
」
は
扶
桑
の
光
の
意
味
に
と
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
発
想

の
語
か
。
文
明
本
節
用
集
の
柘
榴
の
異
名
に
「
映
景
」
が
あ
り
、「
扶
景
」
と
い
ず
れ
か

が
書
き
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。

28
オ
8
3　

火
谷

文
明
本
節
用
集
の
柘
榴
の
異
名
に
「
大
谷
」
が
あ
る
。「
火
谷
」
は
「
大
谷
」
の
誤
り
。

一
般
に
は
潘
岳
の
「
閑
居
賦
」
に
「
張
公
大
谷
之
梨
」
と
あ
る
よ
う
に
、
梨
の
産
地
と
さ

れ
る
。

28
オ
8
4　

霊
雪

　
「
霊
雪
」
は
「
零
雪
」
の
誤
り
。

28
ウ
1
1　

青
陽

　
「
青
陽
」
は
「
青
楊
」
の
誤
り
。

28
ウ
1
5　

三
眼

　
「
三
眼
」
は
「
三
眠
」
の
誤
り
。

28
ウ
2
2　

君
平

　
「
君
平
」
は
「
邵
平
」
の
誤
り
。

28
ウ
3
2　

黄
梁
夢

　
「
黄
梁
夢
」
は
「
黄
粱
夢
」
の
誤
り
。

28
ウ
5
3　

井
輪　

イ
リ
ン

　
「
イ
リ
ン
」（
ゐ
り
ん
）
は
「
セ
イ
リ
ン
」（
せ
い
り
ん
）
の
誤
り
。

28
ウ
5
5　

我
眼

　
「
我
眼
」
は
「
鵝
眼
」
の
誤
り
。

29
オ
2
4　

単
閼　

タ
ン
カ

　
「
タ
ン
カ
」
は
「
タ
ン
ア
ツ
」（
た
ん
あ
つ
）
の
誤
り
。

29
オ
4
6　

閼
茂

　
「
閼
茂
」
は
「
閹
茂
」
の
誤
り
。

29
オ
8
2　

萬
中

　
「
萬
中
」
は
「
禺
中
」
の
誤
り
。
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29
オ
8
4　

日
南

　
「
日
南
」
は
「
日
中
」
の
誤
り
。

29
オ
8
6　

日
映

　
「
日
映
」
は
「
日

」
の
誤
り
。

30
オ
2
2　

仁
科　

ニ
シ
キ

　
「
ニ
シ
キ
」
は
「
ニ
シ
ナ
」（
に
し
な
）
の
誤
り
。

30
オ
3
1　

錦
古
利　

マ
シ
コ
ヲ
リ

　
「
マ
シ
コ
ヲ
リ
」
は
「
ニ
シ
コ
ヲ
リ
」（
に
し
こ
お
り
）
の
誤
り
。

30
オ
3
5　

三
宅　

ミ
ア
ケ

　
「
ミ
ア
ケ
」
は
「
ミ
ヤ
ケ
」（
み
や
け
）
の
誤
り
。

30
オ
5
1　

鴟
田　

シ
キ
タ

　
「
シ
キ
タ
」
は
「
ト
ヒ
タ
」（
と
び
た
）
の
誤
り
。

30
オ
6
6　

度　

ワ
タ
ラ
イ

　
「
度
」
は
「
度
会
」
の
誤
り
。

30
オ
7
5　

天
生　

ミ
ウ

　
「
天
生
」
は
「
壬
生
」
の
誤
り
。「
ミ
ウ
」
は
「
ミ
フ
」（
み
ぶ
）
の
誤
り
。

30
オ
8
2　

塡
岡　

ハ
ニ
ヲ
カ

　
「
塡
」
は
「
埴
」
と
通
用
す
る
。

30
ウ
2
2　

饗
食　

ア
イ
ハ

　
「
饗
食
」
は
「
饗
庭
」
の
誤
り
。

30
ウ
2
4　

印
南
野　

イ
ナ
ノ　

　
「
イ
ナ
ノ
」
は
「
イ
ナ
ミ
ノ
」（
い
な
み
の
）
の
誤
り
。

30
ウ
5
6　

墨
役　

ス
ノ
マ
タ

　
「
役
」
は
「
俣
」
と
通
用
す
る
。

30
ウ
7
1　

伊
達　

イ
テ

　
「
イ
テ
」
は
「
イ
タ
テ
」（
い
だ
て
）
の
誤
り
。

30
ウ
7
3　

榛
谷　

ハ
シ
カ
ヘ

　
「
ハ
シ
カ
ヘ
」
は
「
ハ
ン
カ
ヘ
」（
は
ん
が
え
）
の
誤
り
。

30
ウ
7
5　

臼
杵　

ウ
ス
イ

　
「
ウ
ス
イ
」
は
「
ウ
ス
キ
」（
う
す
き
）
の
誤
り
。

31
オ
3
1　

委　

シ
ト
ム

　
「
委
」
は
「
委
文
」
の
誤
り
。「
シ
ト
ム
」
は
「
シ
ト
リ
」（
し
ど
り
）
の
誤
り
。

31
オ
4
3　

　

ク
ホ

　
「

」
は
「
窪
」
の
誤
り
。

31
オ
5
4　

河
役　

カ
フ
ハ
タ

「
役
」
は
「
俣
」
と
通
用
す
る
。「
カ
フ
ハ
タ
」
は
「
カ
フ
マ
タ
」（
か
は
ま
た
）
の
誤
り
。

31
オ
5
5　

江
役　

エ
ハ
タ

　
「
役
」
は
「
俣
」
と
通
用
す
る
。「
エ
ハ
タ
」
は
「
エ
マ
タ
」（
え
ま
た
）
の
誤
り
。

31
オ
7
3　

班
目　

フ
チ
メ

　
「
班
」
は
「
斑
」
と
通
用
す
る
。

31
ウ
3
3　

錧　

タ
ヽ
ラ

　
「
錧
」
は
「
館
」
の
誤
り
。「
タ
ヽ
ラ
」
は
「
タ
チ
」（
た
ち
）
の
誤
り
。

三　

ま
と
め

　

前
章
は
、『
類
集
文
字
抄
』
に
見
ら
れ
る
表
記
上
の
特
徴
を
、
列
挙
し
た
。
こ
こ
に
見
ら

れ
る
漢
字
表
記
も
し
く
は
仮
名
表
記
の
変
異
に
つ
き
、
そ
の
生
じ
た
原
因
を
分
類
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
で
全
て
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
い
し
、
原

因
が
複
合
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
概
略
的
な
試
み
に
過
ぎ
な
い
。

　

第
一
に
、
漢
字
表
記
の
問
題
点
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
言
え
ば
、

難
解
な
漢
字
の
理
解
が
少
な
い
た
め
、
一
見
簡
明
な
表
記
に
誤
る
と
い
う
方
向
性
が
見
ら
れ

る
。
複
雑
な
漢
字
を
分
字
す
る
の
も
そ
の
一
端
で
あ
る
。
逆
に
合
字
、
す
な
わ
ち
漢
字
を
組

み
合
わ
せ
て
別
字
を
作
り
出
し
た
よ
う
な
例
は
目
立
た
な
い
。
上
述
の
凡
例
に
述
べ
た
よ
う

に
、
漢
字
の
通
用
と
誤
記
の
差
は
、
あ
る
程
度
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
別
に

挙
げ
た
。

　　

a
分
字
に
よ
る
も
の

　
　
　

6
オ
7
3
酢
將
水
（
漿
を
將
水
に
分
け
る
）

　
　
　

7
オ
1
2
酸
將
苗
（
醬
を
將
酉
に
分
け
、
酉
を
苗
に
誤
る
）

　

b
字
形
類
似
に
よ
る
通
用
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2
ウ
4
2
鑺　

 

（
鑺
を
钁
に
通
用
さ
せ
る
）

　
　
　

2
ウ
6
1
五
殻
（
殻
を
穀
に
通
用
さ
せ
る
）

　

c
字
形
の
誤
り

　
　
　

2
オ
4
4
璐
琚
（

を
琚
に
誤
る
）

　
　
　

2
ウ
2
3
埵　

 

（
塖
を
埵
に
誤
る
）

　

d
同
訓
の
別
語
と
の
混
同

　
　
　

2
オ
3
9
日
精
（
火
と
日
が
同
訓
だ
っ
た
た
め
）

　
　
　

2
オ
8
3
　

 

（

・

と
別
語
だ
が
、
同
訓
だ
っ
た
た
め
、
同
義
と
思
わ
れ
た
）

　

e
扁
揃
を
用
い
た
も
の

　
　
　

2
オ
8
6

田
（
腴
迫
を

迫
と
表
記
し
た
結
果
）

　
　
　

15
ウ
6
4
蕪
荑
（
蕪
夷
を
蕪
荑
と
表
記
）

　

f
転
倒
例

　
　
　

10
オ
8
5
廬
且
（
直
廬
を
転
倒
し
、
直
を
且
に
誤
る
）

　
　
　

13
ウ
8
2
吐

（

吐
を
転
倒
し
た
も
の
）

　

g
脱
落
例

　
　
　

4
オ
7
6
山
茱
（
山
茱
萸
の
萸
を
落
と
す
）

　
　
　

4
ウ
4
10
寄　

 

（
寄
生
の
生
を
落
と
す
）

　

次
に
、
傍
訓
に
使
用
さ
れ
て
い
る
仮
名
表
記
の
諸
問
題
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

　

a
仮
名
の
字
形
類
似
に
よ
る
誤
読

　
　
　

2
ウ
4
8
　
（
コ
ス
キ
を
フ
ス
キ
に
誤
る
）

　
　
　

3
オ
3
8
　
（
ヒ
ユ
を
ヒ
エ
に
誤
る
）

　

b
類
似
の
別
語
（
多
く
は
わ
か
り
や
す
い
語
）
と
の
混
同

　
　
　

2
ウ
7
4
糲　

 

（
ヒ
ラ
シ
ラ
ケ
ノ
ヨ
ネ
を
シ
ラ
ケ
ヨ
ネ
に
誤
る
）

　
　
　

2
ウ
7
8
糙
米
（
モ
ミ
ヨ
ネ
を
モ
チ
ノ
コ
メ
に
誤
る
）

　

c
漢
字
表
記
に
影
響
さ
れ
た
誤
読

　
　
　

5
ウ
8
7
鹿
鳴
草
（
ハ
ギ
を
シ
カ
ナ
ク
ク
サ
に
誤
る
）

　

d
仮
名
の
転
倒

　
　
　

2
ウ
4
3
　
（
ワ
ク
ノ
エ
を
ク
ワ
ノ
エ
に
誤
る
）

　

e
反
義
語
の
訓
の
入
れ
替
え

　
　
　

2
ウ
8
8

と
3
オ
1
2
稑
（
ワ
セ
と
ヲ
ク
テ
の
訓
を
入
れ
替
え
る
）

　

こ
れ
ら
漢
字
表
記
、
仮
名
表
記
に
見
ら
れ
る
過
誤
は
、
文
明
十
八
年
に
乙
夜
叉
丸
が
書
写

し
た
時
点
で
生
じ
た
も
の
か
、
そ
れ
以
前
の
資
料
で
す
で
に
生
じ
て
い
た
も
の
か
判
断
す
る

の
は
難
し
い
。
と
は
い
え
、
若
年
の
乙
夜
叉
丸
が
、
自
ら
の
使
用
の
た
め
に
、
手
控
え
と
し

て
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、前
者
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
辞
書
資
料
に
於
け
る
表
記
が
、
伝
写
の
過
程
で
崩
れ
て
い
く
こ
と
は
、

通
常
の
現
象
で
あ
り
、
今
回
調
査
し
た
『
類
集
文
字
抄
』
の
状
況
は
、
広
く
古
辞
書
の
テ
キ

ス
ト
を
研
究
す
る
際
の
参
考
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

中
に
は
、
4
オ
85
の
「

（
エ
ノ
キ
）」
の
如
く
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
「

」
が
、『
類

聚
名
義
抄
』
の
「

」
を
経
て
、『
色
葉
字
類
抄
』
の
「

」
へ
と
崩
れ
て
行
っ
た
過
程
を

承
け
る
も
の
も
あ
る
。
中
国
の
漢
字
を
比
較
的
正
確
に
受
け
継
い
だ
『
和
名
類
聚
抄
』
の
表

記
が
、『
類
聚
名
義
抄
』、
さ
ら
に
は
『
色
葉
字
類
抄
』
へ
と
変
化
す
る
過
程
で
、
日
本
的
な

異
体
字
（
異
表
記
）
が
発
生
し
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
室
町
の
古
辞
書
を
考
え
る
上
で

前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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